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「弁

邪

正
説

」

訓

註

(
下
)

廣

田

古
不

玄

前

回
紙
幅

の
関
係
上
掲
載
し
き
れ
な
か

っ
た

「辮
邪
正
説
」
後
半
の
訓
註
を
載
せ
る
。
大
慧
が
具
体
的
に
様
々
な
禅
風
に

つ
い
て
批
評

を
加
え
る
部
分
で
あ
る
。
な
お
、
前
回
は
底
本
に
宋
版
を
使
用
し
、
対
校
を
続
蔵
経
本
の
み
で
行

っ
た
が
、
よ
り
正
確
を
期
す
る
た
め
に

他
の

「弁
邪
正
説
」
を
載
せ
る
、
開
元
寺
版

『
大
慧
語
録
』
増
補
分
の
普
説
中

の
も
の
、
な
ら
び
に

『指
月
録
』
所
収

の
も
の
と
の
対
校

も
加
え
る
。
前
回
分
は
末
尾
に
載
せ
る
こ
と
に
す
る
。

雲
苓
和
尚
頒
云
、
資
糧
更
不
著
些
些
、
岐
路
年
深
恐
轄
瞭
。
直
下

痛
施

三
頓
棒
、
夜
来
依
奮
宿
藍
花
。
又
頒
臨
濟
悟
旨
云
、
便
言
黄

藁
無
多
法
。
大
丈
夫
見
豊
自
乖
。
脇
下
爾
拳
明
有
信
、
不
從
黄
蘂

付
將
来
。
又
端
和
尚
頒
云
、

一
拳
拳
倒
黄
鶴
櫻
、

一
賜
賜
翻
鵬
鵡

洲
。
有
意
氣
時
添
意
氣
、
不
風
流
庭
也
風
流
。
擦
遮
爾
箇
老
漢
頗
、

便
可
承
嗣
臨
濟
作
佗
見
孫
。
真
不
恭
籍
。
古
来
幸
有
慈
磨
躰
格
。

如
何
略
、
不
著
些
眼
脳
、
看
是
箇
甚
麿
道
理
。
此
事
如
青
天
白
日
、

有
甚
磨
遮
障
。
諸
方
有
奇
特
差
別
。
海
釜
見
輝
、
曲
曲
折
折
。
此

語
又
是
討
佗
那
語
、
又
是
識
破
遮
語
、
又
是

不
上
佗
鉤
線
、
不
入

　

　

佗
圏
績
。
遮
語
又
是
偏
正
回
互
。
遮
語
又
是
尊
堂
有
読
。
不
敢
當

頭
。

*
績
"
禎

(続
)

(指
)。

*
當
11
擁

(指
)
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も
ち

雲
巷
和
尚
の
頗
に
云
く

「資
糧
更
に
些
些
を
著
い
、
岐
路
年

は
るか

深
く

、
恐
く
は
轄
た
除
な
ら
ん
。
直
下
に
三
頓
の
棒
を
痛
施
せ

ら
れ

、
夜
來
菖
に
依

っ
て
藍
花
に
宿
す
」
。

ほ

た
と

又
臨
濟

の
悟
旨
を
頒
し
て
云
く

「便
い
黄
藥
に
多
法
無
し
と

言
う
も
、
大
丈
夫
見
、
豊
に
自
ら
乖
か
ん
や
。
脇
下
の
爾
拳
、

明
ら

か
に
信
有
り
、
黄
蘂
よ
り
付
し
將
ち
來
た
ら
ず
」
。

又
端
和
尚

の
頒
に
云
く
、
「
一
拳
に
拳
倒
す
黄
鶴
棲
、
一
賜
に

賜
翻
す
鵬
鵡
洲
。
意
氣
有
る
時
に
意
氣
を
添
え
、
風
流
な
ら
ざ

る
庭
也
た
風
流
」
。

遮

の
爾
箇

の
老
漢
の
頒
に
擦
ら
ば
、
便
ち
臨
濟
に
承
嗣
し
て

て
ん
せ
つ

佗
の
見
孫
と
作
る
べ
し
。
眞
に
恭
籍
な
ら
ず
。
古
來
幸
い
に
慈

ま
った

慶

の
躰
格
有
り
。
如
何
ん
が
略
く
些

の
眼
脳
を
著
け
ず
。
是
れ

箇

の
甚
慶
の
道
理
な
る
を
看
ざ
る
。
此

の
事
は
青
天
白
日
の
如

く
、
甚
慶
の
遮
障
か
有
ら
ん
。
諸
方
に
奇
特
の
差
別
有
り
。
海

も
と

義
見
輝
は
曲
曲
折
折
な
り
。此
の
語
又
是
れ
佗

の
那
語
を
討
め
、

又
是
れ
遮
の
語
を
識
破
し
、
又
是
れ
佗
の
鉤
線
に
上
ら
ず
、
佗

の
圏
績
に
入
ら
ず
。
遮
の
語
は
又
是
れ
偏
正
回
互
。
遮

の
語
は

又
是
れ
尊
堂
に
詳
有
り
て
、
敢
え
て
當
頭
せ
ず
。

○
雲
庵

和
尚

頒

云
資
糧

更

不
著

些
些
岐

路

年
深

恐
転
除

直

下
痛
施

三

頓
棒

夜
来

依

旧
宿

芦

花

11
『
古
尊

宿

語
録
』
巻

四
五

(続

蔵
経

=

八
ー

七

五
〇

下
)
。
雲
巷

和
尚

は
真

浄
克

文

(
一
〇

二
五
-

一

一
〇

二
)

の
こ
と
。
臨

済

宗
黄
龍

派

。
黄
龍

慧
南

の
法
嗣

。

○
頗
臨

済
悟

旨

云
便

言
黄
彙

無
多

法
大

丈
夫

児
豊

自

乖
肋

下
両

拳
明

有

信

不
従
黄

漿
付

将

来

11
同
右

。

○
端
和

尚

頒
云

一
拳
拳

倒
黄

鶴
楼

一
賜
賜
翻

鵬
鵡

洲
有

意

気
時

添
意

気

不

風
流

処
也

風
流

11
『
白
雲

守
端

廣
録

』

(続

蔵
経

一
二
〇
1

四

三
六

下
)
。
端

和
尚

は
白

雲
守
端

(
一
〇

二
五
1

一
〇

七

二
)

の
こ

と
。
臨

済
宗

楊
岐

派
。

楊
岐

方
会

の
法

嗣
。

○

眞

不
恭
窃

11
分

に
過
ぎ

た

こ
と

で
は
な

い
。
当
然

そ
う

で
あ

る
。

○
海

蚕

兎
輝

、
曲

曲
折
折

H

「海
義

(
か

い
れ

い
)
」
と

は
、

ホ

ラ
貝

の

こ
と

。
こ
こ
で

は
、
あ
ち

こ
ち

で
学

ん
だ

こ
と

だ
け

に
頼

っ
て
、

自

己

の
見
解

を
持

た
な

い
禅
者

の
こ
と
を

い
う

。

「曲
曲
折

折

」
と

は
、
複

雑
な
さ

ま
。

込

み
入

る

こ
と

。
真

理

は
本

来

明
白

な
も

の

で
あ
る

の
に
、
他

人

の
言

葉

に
頼

り
過
ぎ

て
、
却

っ
て
複

雑

に
し

て
し
ま

っ
て

い
る

と

い
う
意

味
。

○
是

不
上
佗
鉤

線

不
入
佗
圏
績

凹
宗

師
家

の
指
導

に
従
わ
な

い
こ
と
。

○
偏

正

回
互

11
洞
上

五
位

説

に
見
ら

れ

る
思
想

で
、

「偏

」
は

差
別

、

現
象

。

「
正
」
は
真

如

。
こ
れ
ら

が
相

即

し
な

が
ら

も
、
そ
れ

ぞ
れ

が
独

立

し

て
い
る

こ
と
。
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又
有

一
種
、
以
榜
厳
、
宗
鏡
、
龍
濟
偶
語
所
説
、
眼
見
耳
聞
。
無

非
是
心
、
更
非
別
法
。
引
通
玄
峯
頂
不
是
人
間
、
心
外
無
法
、
滞

　

　

目
青

山
之
類
為
謹
、.謂
之
根
脚
下
事
、
謂
之
基
趾
、
謂
之
綿
密
地
。

侮
不
妨
會
得
好
。
若
急
慶
會
、
豊
不
是
認
物
為
心
。
既
是
称
心
。

又
要
認
他
作
慶
。

*
根
脚
下
11
脚
銀
下

(指
)
。
*
趾
11
趾

(普
)
。

又

一
種
有
り
、
榜
厳
、
宗
鏡
、
龍
濟
偶
語
の
所
説
の

「眼
に

見
、
耳
に
聞
く
こ
と
、
是
れ
心
に
非
ざ
る
無
く
、
更
に
別
法
に

非
ざ
る
」
を
以

っ
て
。
「通
玄
峯

の
頂
是
れ
人
聞
」
「心
外
無
法
、

漏

目
青
山
」

の
類
を
引
い
て
謹
と
為
し
、

こ
れ
を
根
脚
下
の
事

と
謂
い
、
こ
れ
を
基
趾
と
謂
い
、
こ
れ
を
綿
密
地
と
謂
う
。
祢

會

得
し
て
妨
げ
ず
ん
ば
好
し
。
若
し
慈
慶
に
會
す
れ
ば
、
豊
に

是

れ
物
を
認
め
て
心
と
為
す
に
あ
ら
ず
。
既
に
是
れ
侮
が
心
な

ら
ば
、
又
他
を
認
め
ん
と
要
し
て
作
慶
せ
ん
。

○

榜
厳

、
宗
鏡

、

龍
済

偶
語

所
説

、
眼

見
耳

聞
。
無

非

是
心
、

更
非

別
法

ー1
『
首

榜
厳

経
』
並

び

に

『
宗
鏡

録
』
に
見
ら

れ

る
仏
と

阿
難

に
よ

る
心

に
関
す

る

問
答

に
よ

る

(大

正
蔵

一
九

ー

一
〇
七

b
、

四
八
-

八
七

五

c
)
。
な

お
龍
済

偶

語
は

現
存

し

て
い
な

い
た

め
に

確

認

で
き
な

い
。
龍

済

紹
修

(生

没
年

不
詳
)

は
青

原

下
、

羅
漢

桂

環

の
法

嗣

。
『
伝

燈
録

』
巻

二

四
に
よ
れ
ば

、
龍

済

は
、
六

〇
首

余

り

の
偶
頗

、
諸

々
の
銘

や
論

、
群

経

要
略
な

ど

を
著

し
た

と

い

う

(大

正
蔵

五

一
ー

四
〇

一
a
)
。

○
通

玄
峰

頂
不

是
人

間
心

外
無
法

満

目
青

山

H
碧

巌
録

第

七
則
評

唱

に
あ

る
言
葉

。

「通

玄
峰

」
と

は
、
天

台
山

に
あ

る
峰
。
自

ら
が

達

し
た
玄
奥

の
悟

境

に
喩

え
る

。

○
心

外
無
法

、

満

目
青

山

11

三
界

唯

心
。
全

て
は
心

の
現
れ

に
他

な

ら

ず
、
仏

法

は
目
前

に

現
前

し

て

い
る
と

い
う

こ
と

。

○
根

脚

下
事

H
足

下

の
重

大
事
。
自

己
が

よ

っ
て
た

つ
根
本

の
基
盤

。

○
基

趾

H

「根
脚

下
事

」

と
同

じ
。
基

盤
。

○
綿
密

地

11
仏
法

が
間

断
な

く
自

己
と

親
授

し

て

い
る
よ
う

す
。

こ

の
よ
う
な

宗

風
を

も
ち

、
回

互
傍

提
を
尊

び
、

棒

喝
を
行

じ
な

い

の
は
曹

洞

の
禅

風

。

又
有

一
種
、
將
臨
濟
三
玄
、
雲
門
三
句
、
逐
句
解
説
、
以
傳
燈
、

廣
燈
祖
師
言
句
各
分
門
類
。
以

一
塵
纏
起
、
大
地
全
収
、

一
毛
頭

師
子
、
百
億
毛
頭
師
子
現
、
壼
大
地
是
箇
解
脱
門
、
壼
大
地
是
沙

　

門

一
隻
眼
、
若
人
識
得
心
、
大
地
無
寸
土
、

山
河
大
地
、
明
暗
色

空
、
成
是
妙
明
真
心
中
物
之
類
、
配
為
躰
中
玄
、
函
蓋
乾
坤
句
。
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以
三
脚
騙
子
弄
蹄
行
、
鋸
解
秤
椎
、
火
裏
螂
瞭
、
呑
大
虫
、
文
殊

起
佛
見
法
見
、
財
向
二
鐵
團
山
、
東
山
水
上
行
、
北
斗
裏
蔵
身
、

　

凡
語
言
注
解
不
得
庭
、
便
道
蚊
子
上
鐵
牛
、
無
侮
下
猪
庭
、
如
此

之
類
、
謂
之
句
中
玄
、
戴
断
衆
流
句
。
如
踏
著
秤
椎
硬
似
鐵
、
踏

破
草
鮭
赤
脚
走
、
飢
來
喫
飯
、
困
來
打
眠
、
山
是
山
、
水
是
水
、

　

行
但
行
、
坐
但
坐
、
大
壼
三
十
日
、
小
壼

二
十
九
、
如
此
之
類
、

謂
之
玄
中
玄
、
随
波
逐
浪
句
。
豊
不
見
、
扮
陽
和
尚
頒
云
、
三
玄

三
要
事
難
分
、
得
意
忘
言
道
易
親
。

一
句
明
明
該
萬
象
、
重
陽
九

日
菊
花
新
。
此
老
子
明
明
為
侮
指
出
臨
濟
骨
髄
。
却
來
逐
句
、
下

　

解
注
謂
、
三
玄
三
要
事
難
分
、
是
惣
頒
。
得
意
忘
言
道
易
親
、
是

躰
中
玄
。

一
句
明
明
該
萬
象
。
是
句
中
玄
。
重
陽
九
日
菊
花
新
、

是
玄
中
玄
。
此
是
前
輩
中
、
負
大
名
望
、
有
真
實
悟
庭
、
而
大
法

不
明
、
無
師
承
、
杜
撰
如
此
。
陪
衆
生
眼
、
其
鯨
稗
販
之
流
、
不

在
言
也

。
想
扮
陽
老
人
、
未
肯
黙
頭
在
。
分
明
向
弥
道
、
三
玄
三

要
事
難

分
、
得
意
忘
言
道
易
親
。

一
句
明
明
該
萬
象
、
重
陽
九
日

菊
花
新

。
急
慶
道
了
、
更
將
鉢
孟
安
柄
。
莫
道
祢
負
大
名
、
具
大

　

辮
才
、
有
大
智
慧
。
便
是
達
磨
大
師
出
來
、
作
這
般
去
就
、
政
好

捉
來
活
埋
、
免
致
教
壊
人
家
男
女
、

一
盲
引
衆
盲
。
問
著
三
要
却

注
解
不
得
。
便
將
同
徳
山
托
鉢
、
巖
頭
末
後
句
、
南
泉
斬
猫
見
、

　

　

百
丈
野
狐
話
、
隔
宗
斬
蛇
、
大
階
焼
雷
、
趙
州
勘
婆
勘
巷
主
、
睦

州
措
板
、
陳
操
尚
書
勘
僧
、
玄
沙
敢
保
老
兄
未
徹
在
、
洞
山
道
即

太
然
、
只
道
得
八
成
、
達
磨
隻
履
西
婦
、
如
此

之
類
、
皆
謂
之
末

後
句
。
便
引
洛
浦
云
、
末
後

一
句
、
始
到
牢
関

。
把
断
要
津
、
不

通
凡
聖
。
任
従
天
下
樂
欣
欣
、
我
濁
不
肯
。

謂
之
我
為
法
王
於
法

自
在
。
任
祢
學
者
逞
壼
神
通
、
呈
壼
伎
禰
、
我

只

一
向
把
住
、
不

許
称
謂
之
牢
関
。
直
待
墾
立
僧
住
院
、
密
室

口
耳
傳
授
、
如
斯
之

類
、
自
殿
正
因
、
返
行
魔
説
。

*
暗
四
闇

(普
)
。
*
椎
11
錐

(指
)
。
*
猪
11
嚇

(指
)
。
*
な
し
H

將

(続
)。

*
惣
11
総

(続
)
(指
)
。
*
政
11
正

(指
)
。
*
話
11

な
し

(続
)
(指
)
。
*
勘
婆
11
勘
婆
子

(普

)
。

又

一
種
有
り
、
臨
濟
の
三
玄
、
雲
門

の
三
句
を
將

っ
て
、
句

を
逐

っ
て
解
説
し
、
傳
燈
、
廣
燈
の
祖
師

の
言
句
を
以
て
各
お

の
門
類
を
分
か

つ
。
「
一
塵
縷
か
に
起
こ
れ
ば
、
大
地
全
て
収
ま

る
。

一
毛
頭
に
百
億
師
子
、
毛
頭
の
師
子
現
ず
」
、

「蓋
大
地
是

れ
箇
の
解
脱

の
門
、
壼
大
地
は
是
れ
沙
門

の

一
隻
眼
」
、
「若
し

人
、
心
を
識
得
せ
ば
、
大
地
寸
土
無
し
」
、

「山
河
大
地
、
明
暗

色
空
、
成
く
是
れ
妙
明
眞
心
中
の
物
」
の
類
を
以
て
、
配
し
て
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躰
中
玄
、
函
蓋
乾
坤
の
句
と
為
す
。

「三
脚
の
騙
子
、
蹄
を
弄
し

て
行

く
」、

「鋸
、
秤
椎
を
解
く
」
、
「火
裏
の
螂
瞭
、
大
虫
を
呑

む
」
、
「文
殊
佛
見
法
見
を
起
こ
し
、
二
鐵
團
山
に
既
向
さ
る
」、

「東
山
水
上
を
行
く
」
、
「北
斗
裏
に
身
を
藏
す
」
凡
そ
語
言
注
解

し
得
ざ
る
庭
は
、
便
ち

「蚊
子
鐵
牛
に
上
る
、
侮

の
紫
を
下
す

庭
無

し
」
と
道
う
。
此
く
の
如
き

の
類
を
以
て
、
こ
れ
を
句
中

た
と

玄
、
裁
断
衆
流
の
句
と
謂
う
。
如
え
ば

「秤
椎
を
踏
著
せ
ば
、

硬
き

こ
と
鐵
に
似
た
り
」、
「草
鮭
を
踏
破
し
、
赤
脚
に
し
て
走

る
」
、

「飢
え
來
れ
ば
飯
を
喫
し
、困
じ
來
れ
ば
眠
を
打
す
」
、
「山

は
是
れ
、山
ミ
水
は
是
れ
水
」
、
「行
は
但
だ
行
、
坐
は
但
だ
坐
」、

「大
壼

三
香

い
、小
壼
二
十
九
」
、
此
の
如
き
の
類
、
こ
れ
を
玄

中
玄
、
随
波
逐
浪
の
句
と
謂
う
。

豊
に
見
ず
や
、
扮
陽
和
尚
の
頒
に
云
く
、

「三
玄
三
要
、
事
分

か
ち
難
し
。
意
を
得
て
言
を
忘
ず
れ
ば
、
道
親
し
み
易
し
。

一

句
明
明
と
し
て
萬
象
を
該
ぬ
。
重
陽
九
日
菊
花
新
な
り
」
。
此
の

老
子
、
明
明
に
休
が
為
に
臨
濟
の
骨
髄
を
指
し
出
す
。却
り
來

っ

て
句
を
逐
い
解
注
を
下
し
て
謂
う
、
「三
玄
三
要
の
事
分
か
ち
難

し
」
と
は
、
是
れ
総
頒
な
り
。
「意
を
得
て
言
を
忘
ず
れ
ば
道
親

し
み
易
し
」
と
は
、
是
れ
躰
中
の
玄
。
「
一
句
明
明
と
し
て
萬
象

を
該
ぬ
」
と
は
、
是
れ
句
中
の
玄
。
「重
陽
九

日
、
菊
花
新
な
り
」

と
は
、
是
れ
玄
中

の
玄
。
此
れ
は
是
れ
前
輩
の
中
に
大
名
望
を

負
い
、
眞
實
の
悟
庭
有
る
に
、
大
法
明
ら

め
ず
、
師
承
無
し
。

杜
撰
な
る
こ
と
此
の
如
し
。
衆
生
の
眼
を
階
ま
し
、
其
の
鯨

の

稗
販
の
流
は
言
う
に
在
ら
ず
。
想
う
に
扮
陽
老
人
、
未
だ
貼
頭

す
る
を
肯
わ
ざ
ら
ん
。分
明
に
称
に
向
か

っ
て
道
わ
ん
、
「三
玄

三
要
の
事
分
か
ち
難
し
、
意
を
得

て
言
を
忘
ず
れ
ば
、
道
親
し

み
易
し
。

一
句
明
明
と
し
て
萬
象
を
該
ぬ
、
重
陽
九
日
菊
花
新

へ
い

お

な
り
」
と
。
急
磨
に
道

い
了
っ
て
、
更
に
鉢
孟
を
將

て
柄
を
安

か
ん
と
す
。
道
う
こ
と
莫
れ
、
像
大
名
を
負
い
、
大
辮
才
を
具

た

と

し
て
、
大
智
慧
有
り
と
。
便
是
い
達
磨
大
師
出
で
來

っ
て
這
般

の
去
就
を
作
す
も
、
政
に
好
し
、
捉
え
來

っ
て
活
埋
し
、
人
家

の
男
女
を
教
壌
し
て
、

一
盲
の
衆
盲
を
引
く
を
致
す
を
免
れ
ん

に
は
。
三
要
を
問
著
さ
る
も
、
却

っ
て
注

解
し
得
ず
し
て
、
便

ち
「徳
山
の
托
鉢
、巖
頭
末
後
の
句
」
、
「南
泉

の
斬
猫
見
」、

「百

丈
野
狐
の
話
」、

「蹄
宗
の
斬
蛇
」
、
「大
階

の
焼
舎
」
、
「趙
州
の

勘
婆
子
勘
巷
主
」、
「睦
州
の
捲
板
」
、
「陳
操
尚
書
の
勘
僧
」、
「玄

沙

の
敢
え
て
保
す
老
兄
の
未
徹
在
」
、
「洞

山
道
う
こ
と
は
、
即

は
な
は

ち
太
熱
だ
な
る
も
只
だ
八
成
を
道

い
得
た
り
」
、
「達
磨
の
隻
履
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も

西
賜
」
。
此
く
の
如
く

の
類
を
將
同

っ
て
、
皆
な
こ
れ
を
末
後
の

句
と
謂
い
、
便
ち
洛
浦
を
引

い
て
云
う
、
「末
後
の

一
句
も

て
、

始
め

て
牢
關
に
到
り
、
要
津
を
把
断
し
て
、
凡
聖
を
通
ぜ
し
め

た

と

ず
。
任
従
い
天
下
樂
し
む
こ
と
欣
欣
た
る
も
、我
濁
り
肯
わ
ず
」
。

こ
れ
を
我
法
王
と
為

っ
て
法
に
お
い
て
自
在
な
り
と
謂
う
。
任

従
い
學
者
の
神
通
を
逞
壼
し
、
伎
楠
を
呈
壼
す
る
と
も
、
我
只

だ

一
向
に
把
住
し
て
、
侮

の
こ
れ
を
牢
關
と
謂
う
を
許
さ
じ
。

た
と直

い
立
僧
を
畢
げ
て
院
に
住
せ
し
め
、
密
室
に
口
耳
し
て
傳
授

い
た

す
る

に
待
る
も
、
斯
く

の
如
き
の
類
は
、
自
ら
正
因
を
殿
し
、

返

っ
て
魔
説
を
行
ず
。

○
臨

済

三
玄

H
臨
済

の
三
玄

三
要

の

こ
と

。
臨
濟

自
身

は

こ
れ

に

つ

い

て
直

接

に
は

言

及

し

て
い
な

い
。

三
玄

は

一
般

に
①

体

中

玄
、

②
句

中
玄

、
③

玄
中

玄

の
三

つ
を

い
う
。

し
か

し
、

こ

の
よ

う
な

分
類

は
後

の
時

代

に
な

っ
て
か
ら

現
れ
た

よ
う

で
あ

る
。
臨
濟

に

よ
れ

ば
、
三
玄

と

三
要
は
共

に
連

関

し

て
い
る
も

の
と
す

る
。

」

句

語
須

具

三
玄

門
。

一
玄

門
須

具

三
要
。
有

権
有

用
。

汝
等

諸
人

作
慶

生
会

」

(『
臨
濟

録

』
上
堂

大

正
蔵
巻

四
七
ー

四
九
七

a
)
。

○
雲

門

三
句

11
雲
門

宗

の
三
句

の
意

で
、

徳
山

縁
密

が
師

の
雲

門

の

接
化

の
手
段

を

三
句

に

ま
と

め
た

も

の
。
函
蓋
乾

坤
、
目
機
鉄

両
、

不
渉

万
縁

の
三

つ
を

い
う
。

こ
れ

に
対

し
、
徳

山
自
身

が

雲
門

三

句

を
、

別
に

三
句

に
ま

と
め
、

函
蓋

乾
坤

、
裁

断
衆

流
、
随

波

逐

浪

の
句

と

し

て
い
る
。

こ

の
示
衆

で
は

、
後
者

の
三
句

を

と

っ
て

い
る
。

〇

一
塵
纏

起

、
大
地

全
収

、

一
毛

頭
師

子
、
百
億

毛
頭
師

子

現

11
『
天

聖

広
燈

録
』
巻

一
八
石
霜

楚
円

章

に
は

「
一
塵

纏

畢
、
大

地
全

収
。

一
毛

頭
師

子
、

百
億
毛

頭
現

、
百
億

毛

頭
師

子
」

と
あ

る
。

石
霜

楚

円

(九

八
六
-

一
〇

三
九
)

は
臨

済
宗

楊
岐

派

。
扮
陽

善

昭

の

法

嗣
。

し
か

し
、
本

来

は

『
雲

門
広

録

』
巻
中

に

お

い

て
、
洛

浦

元
安

の
言
葉

と

し

て
載

る
言
葉

で
あ

る

。

「洛

浦
和
尚

云
、
一
塵

綾

起

大
地

全
収

。
一
毛
頭
師

子
全
身

総

是
爾

」

(
大
正
蔵

四
七
-

五

四

七

a
)
。
一
微

塵

の
内

に
大
地

全

て
が

収
ま

っ
て

い
る
と

い
う
意

味
。

洛

浦

元
安

(
八
三

四
-

八
九

八
)
は
青

原

下
。
爽
山
善

会

の
法

嗣
。

○

尽
大

地
是

箇
解

脱
門

、

尽
大
地

是
沙

門

一
隻
眼

11
前

半

は

『
景

徳

伝

燈
録

』
巻

一
九
安

国

弘
瑠
章

に

、

「
尽
乾
坤

是
箇

解
脱

門
。
把

手

教

伊

入
不
肯

入
」
と

い
う

語

が
あ

る

(大

正
蔵

五

一
ー

三
五

三

c
)
。

安

国

弘
璃

(生
没

年

不
詳
)

は
雪
峯

下
。
雪
峰

義
存

の
法

嗣

。
後

半

の

「
尽
大
地

是
沙

門

一
隻
眼

」
は
、

『
伝

燈
録

』
巻

一
〇
長
沙

景

零

章

に

「尽

十
方

世

界
是

沙

門
眼

。

尽
十

方

世
界

是
沙

門

全
身

。

尽
十
方

世
界

是
自

己
光

明
」
と
あ

る

(大

正
蔵

五

一
ー

二
七

四

a
)
。

大
地

の
そ

の
ま

ま
が
す

で
に
解
脱

に
導

く

門
戸

で
あ

り
、
大
地

こ

と
ご

と
く
自

己

と
異
な

る

は
な

い
の
だ

と

い
う
意

味

。
長

沙
景

寄
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(
生
没
年

不

詳
)

は
南
岳

下
。

南
泉
普

願

の
法

嗣
。

○
若

人

識
得

心
、
大

地
無

寸
土

11
『
広

燈
録

』
巻

一
八
翰

林

學
士

楊
億

章

(続
蔵

経

=

二
五
ー

七

七
九

下
)
。
学

人
が

本
当

に
心

を
自
覚

す

れ
ば

、

万
物
が

心
な

ら
ざ

る

は
な

い

こ
と

を

い
う

。
翰
林

學

士
楊

億

(九

七

四
ー

一
〇

二
〇
)

は
臨
済

宗
、

廣
慧

元
漣

の
法

嗣
。

○

山
河

大
地
、
明
暗
色

空

、
成

是
妙

明
真

心
中

物

H

「山

河
大

地
、
明

暗
色

空

」
は
、

『
伝
燈

録
』
巻

一
八
玄

沙
師

備
章

に

「如
今

現
前

見

有

山
河

大
地

、
色

空

明
暗

種
種
諸

物
。
」
と

あ

る

(大

正
蔵
五

一
-

三
四

四
b
)
。

「成

是
妙

明
真

心
中
物

」
は
、

『
伝

燈
録

』
巻

二

一
國

泰

璃
章

に

「上

堂

日
。
不
離

当

処
。
成

是
妙

明
真

心
」
と
あ

る

(大

正
蔵

五

一
1

三
七

三

a
)
。
玄

沙
師

備

(
八

三
五
-
九

〇

八
)
は
青

原

下
。
雪

峰
義

存

の
法
嗣

。
國
泰

瑠

(生
没

年
不

詳
)
は
青

原

下
。

玄
沙

師
備

の
法

嗣

。

○

以

三
脚

騙

子
弄
蹄

行

朋
『
伝

燈
録
』

『
広

燈
録

』
共

に

み
ら

れ
な

い

語

で
あ

る
が

、
『
楊

岐
方
会

語

録
』
等

、
宋

代

で
は

よ
く
使

わ
れ

た

表

現

で
あ

る
。

○
鋸

解
秤

椎

H
『
広

燈
録
』
巻

一
七
大

愚
守
芝

章

に

「鋸
解

秤
錐

」
と

し

て
見
ら

れ

る

(続
蔵

経

=

二
五
-
七

六

二
上
)
。
ノ

コ
ギ

リ

で
秤

の
分
銅

を

切

り
分

け
る

こ
と

。

全
く

歯

が
た

た

ぬ

こ
と

の
喩

え
。

大

愚
守
芝

(
生
没
年

不
詳

)

は
臨
済

宗
。

扮
陽

善
昭

の
法

嗣
。

○
火

裡
蜘

瞭
呑

大
虫

H
『
伝

燈
録

』
に

は
、
巻

一
九

雲
門

文
傷
章

に

「火

裏

雄
膠
呑

大
轟
」

(大

正
蔵

五

一
⊥

二
五

八

c
)
と

し
て
見
ら
れ

る
。

し
か

し
、
『
雲

門
廣

録
』
巻

上

に
は
、

「火
裏

螂
瞭

呑
大
贔

」

(大

正

蔵

四

七
ー

五
四
九

b
)
と

出

て

い
る

。

「螂

瞭
」
の
正
確

な
意

味

は

不
明

で
あ

る
が
、

空
を

飛
ぶ

小
さ

な
虫

の
こ
と

で
あ

ろ
う

。

○

文
殊
起

仏

見
法

見
既
向

二
鉄

囲

山

目
全

く
同

じ
表

現

は
見
ら

れ
な

い
が
、

『
広

燈
録
』
巻

九

百
丈
懐
海

章

に

「得
菩

提
等

法
者

似
、
手

燭

火
。

文
殊

云
若

、
起
佛

見
法

見
磨

、
當
害

巳

」
と
あ

る

(続

蔵

経

=
二
五
-

六
七

七

下
)
。
こ
れ

は
本

来

『
諸
仏

要
集

経
』
に
見
ら

れ

る
話

で
あ

る
。
文

殊
が
自

ら
衆

生
界

に
留

ま

っ
て
い
る

こ
と

に

対

し

て
慢
心

を
生

じ
た

為

に
、
天
王
仏

が
文

殊
を

鉄

の
山

へ
追

放

し
た
と

い
う

話

に
よ
る

。
百
丈

懐
海

(七

四
九
-

八

一
四
)

は
南

岳

下
。

馬
祖

道

一
の
法

嗣
。

○
東

山

水
上

行

11
『
雲
門

広
録

』
巻
中

に

見
ら
れ

る
。
本
分

の
機

語
。

「
問
如
何

是
諸

仏
出

身
処

。
師

云
。
東

山
水

上
行

」

(大

正
蔵

四
七

ー

五

四
五

c
)
。

○
北

斗
裡

蔵
身

11

「北
斗

蔵
身

」
で
は

『
広
燈
録

』
巻

一
九

長
樂

政
章

(続

蔵
経

一
三
五
ー

七

八
三
上

)
等

に
見
ら

れ

る
が
、
こ
れ

は
本

来

は

『
雲

門
広
録

』
巻

上

に
見
ら

れ
る

言
葉
。

北
斗

は
あ

ら

ゆ
る
星

座

の
統

括
者

で
あ

り
、

そ

こ
に
か
く
れ

る

と

い
う

こ
と
は

、
全
宇

宙

の
中

心

の
位

置

に
昇

っ
て
ひ

っ
そ
り
と

お
さ

ま
る

こ
と
を

い
う

(
大

正
蔵

四
七
-

五

四
六

a
)
。

○
蚊

子
上

鉄
牛

無
侮

下
猪

処

H
『
伝
燈

録
』
巻
九

潟
山

霊
祐
章

(大

正

蔵

五

一
-

二
六

五
b
)
。
蚊

の
騰

で
は
鉄

の
牛

の
血
を

吸

お
う
と

し
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て
も

曙
を

刺
す

こ
と
は

で
き
な

い
。
全

く
取

り
付

く

し
ま

の
な

い

こ
と

の
喩
え

。
潟
山

霊
祐

(七

七

一
ー

八
五

三
)

は
南

岳

下
。
百

丈
懐

海

の
法

嗣
。

○
裁

断
衆

流
句

"
あ

ら

ゆ
る
知

見
を

断
ち

切

る
句
。

○
踏

著

秤
椎

硬
似
鉄

H
『
広
燈

録
』
巻

一
七
谷

隠
慈
聰

章

(続
蔵

経

一

三
五
-

七

五
四
上

)
。
秤

に
使
う

分
銅

を
踏

み

つ
け

て
、
そ

の
堅
さ

に
驚

く

。
全

く
鉄

の
固
さ

に

は
手

の

つ
け

よ
う

が
な

い
。

話
頭

の

こ
と

で
あ

る
か
。
谷

隠
薙

聰

(九

六
五
-

一
〇

三
二
)
は
臨

済
宗

。

首

山
省

念

の
法
嗣

。

○
踏

破

草
鮭

赤
脚

走

11
『
広
燈

録
』
巻

二

二
崇

勝
光

柞
章

(同
右

八

一

八
頁

下
)
。
永

年

の
修

行

に

よ

っ
て
草
鮭

を
踏

み
破

り
、
裸

足

で
歩

き
去

る
。
全

て
が
脱

落

し

て
、
も

は
や

身

に

つ
け
る

も

の
は
何

も

無

い
と

い
う

意

味
。
智

門
光

柞

(生
没

年
不

詳
)

は
雲

門
宗

。
香

林

澄
遠

の
法

嗣

。

○
飢
来

喫
飯

困
来

打

眠

陛
元
来

「南
嶽

瀬
讃

和
尚

歌
」

に
あ

る

「飢

来
喫
飯

、
困

来
即

眠
」
の

二
句

か
ら

き
た

言
葉

。

(大

正
蔵

五

一
-

四
六

一
b

)
。
南

獄
明
讃

(
生
没
年

不

詳
)
は
神
秀

の
弟

子
、
嵩

山

普
寂

の
法

嗣
。

全
く

自
在

な
自

受
用

三
昧

の
こ
と
。

○
山
是

山

水
是

水

11
黄

奨

の

『
宛

陵
録

』
に
見
ら

れ

る
言
葉

。

(
大
正

蔵

四
八
-

三

八
五

c
)
。
な

お

『
曹

山
録

』

「
五
位
旨

訣
」
、
『
碧

厳

録
』

に
も

見
ら

れ

る
。

○
行

但
行

坐
但

坐

11
『
雲

門
広
録

』

に
、

「
行
但

行
坐
但

坐

。
総

不
得

動

著
」
と
あ

る

(
大
正
蔵

四
七
-

五
五

五

c
)
。
な

お

『
大
慧

語

録
』

に
次

の
よ
う

な

言
葉
が

見
ら

れ
る

。

「雲

門

一
日
拮

拉
杖

云
、
凡
夫

実
謂

之
有

、
二
乗
析

謂
之

無

、
縁

覚

謂
之
幻

有
。
菩
薩

当

膿
即

空

。

柄
僧

見
柱

杖
但

喚
作

柱
杖

。
行
但

行
坐

但
坐

。
総

不
得
動

著
」

(大

正
蔵

四

七
-

八
三
七

c
)
。

○
大

尽

三
十

日
小
尽

二
十

九

11
『
広
燈

録
』
巻

二

二
乾

明
普

章

(続
蔵

経

一
三

五
ー

八

二
二
上
)

に
あ

り
。
誰

も
が

知

っ
て
い
る

日
常

の

き

ま
り

を

い
う

表

現
。
当

た

り
前

の

こ
と
だ

。

○
扮

陽
和
尚

頒

云

三
玄

三
要
事

難
分

得
意

忘

言
道
易

親

一
句

明
明
該

万
象

重

陽
九

日
菊
花

新

11
『
扮

陽
無

徳
禅

師

語
録
』
に
あ

り

(大

正

蔵

四
七
-

五
九
七

b
)
。
な

お

扮
陽
善

昭

(九

四
七
-

一
〇

二
四
)

自
身

は

、
臨

済

の
法
を

嗣

い
だ
禅

者

で
あ

る

こ
と
は

言
う

ま

で
も

な

い
が

、
そ

の
思

想

は
曹

洞

の
宗

旨

に
対

し

て
近
似

し
た

も

の
で

あ

っ
た

。
例

え
ば

、
『
仏

祖
歴

代
通

載
』
巻

一
八

の

「尤

喜
論

曹

洞
、

石
門
徹

禅

師
者

、

蓋
其

派

之
魁

奇
者

、

昭

作

五
位

偶
、

示

之

日
、

五
位
参

尋

切
要
知

、
繊
毫

繰

動
即
差

違

、
金

剛
透

匝
誰
能

暁

、
唯

有

那
託

第

一
機
、
畢

目
便

令

三
界
静

、
振

鈴

還
使

九
天
蹄

、

正
中

妙

挟
通

回

互
。
擬
議

鋒
錐

失
却

威

。
徹
射

掌

構
善

。
然
終

疑
臨

濟

見
孫
別

有
奇

庭
」

(大

正
蔵

四
九
-

六
六

二

a
)
と
あ

る

こ
と

か
ら

も
わ

か
る
。

○

鉢
孟

安
柄

11
鉢

孟
等

の
食

器

に
把

手

を

つ
け

る
。
余

計
な

こ
と

。

い
ら

ぬ

こ
と

の
意

。
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○
達

磨
大

師
～

一
盲

引
衆

盲

11
た
と

え
達
磨

大

師
が

出

て
き

て
、

こ

の
よ
う
な

丁
寧

な
解

説
を

し
た

と

し

て
も

、
人

々
を

迷

わ
せ

る
だ

け
だ

と

い
う

こ
と
。

又
有

一
種
道
、
南
泉
斬
猫
見
、
百
丈
野
狐
、
醤
宗
斬
蛇
、
大
階
焼

禽
、
趙

州
勘
婆
子
勘
苓
主
之
類
、
謂
之
建
立
門
庭
。
本
無
慈
慶
事
、

貴
要
羅
籠
學
者
。

又

一
種

有

っ
て
道

く

、

「南

泉

の
斬

猫

見

」
、

「百

丈

の

野
狐

」
、

「鋸
宗
の
斬
蛇
」
、
「大
階

の
僥
舎

」

の
類
、
こ
れ
を
建
立
門
庭
と
謂
う

ほ

っ

學
者

を
羅
籠
せ
ん
と
貴
要
す
。

、
「趙
州
の
勘
婆
子
勘
苓
主

」

。
本
と
慈
慶
の
事
無
き
に
、

○
徳
山
托
鉢
巌
頭
末
後
句
11
『伝
燈
録
』
、
『広
燈
録
』共
に
見
ら
れ
な

い
。
し
か
し
大
慧
の

『
正
法
眼
蔵
』
に
は
次
の
様
に
採
用
さ
れ
て

い
る
。

「徳
山
和
尚

一
目
飯
遅
、
先
托
鉢
下
堂
。
雪
峰
時
作
飯
頭
、
纏
見
便

問
、
遮
老
漢
鐘
未
鳴
、
鼓
未
響
、
托
鉢
向
甚
磨
処
去
。
山
便
帰
方

丈
。
雪
峰
塞
似
巌
頭
。
頭
云
、
大
小
徳
山
不
会
末
後
句
。
山
聞
墨
、

令
侍
者
喚
巌
頭
来
問
。
汝
不
肯
老
僧
那
。
巌
頭
密
啓
其
意
。
山
来

日
上
堂
与
尋
常
説
話
不
同
。
頭
向
堂
前
撫
掌
大
笑
云
、
且
喜
堂
頭

老

漢
会

末
後
句

。
佗

後

天
下

人
不
奈

何
。
錐

然
如

是

、
只
得

三
年

後

。
三
年

果

遷
化
」

(続

蔵
経

一
一
八
ー

五

二
上
)
。
徳

山
宣
鑑

(七

八
〇
1

八
六

五
)
は
青

原

下
。
龍

潭
崇

信

の
法
嗣

。
巌

頭
全
諮

(
八

二
八
-

八

八
七
)

は
青

原
下

。
徳

山
宣
鑑

の
法

嗣
。

○
南

泉
斬

猫
児

11
『
伝

燈
録

』
、

『
碧
巌

録
』
六

三
則
、

『
正
法

眼
蔵

』
、

『
無

門
関

』
一
四
則
等

に
見

ら
れ

る
。

「師

因
東

西

両
堂
各

争
猫

児
。

師

遇
之

、
白
衆

日
、
道

得

即
救

取
猫
児

。
道

不
得

即
斬

却
也

。
衆

無

対
。
師

便
斬

之
。
趙

州
自

外
帰

。
師

挙
前

語

示
之
、
趙

州

乃
脱

履
、
安
頭

上
而

出
。
師

日
、
汝
適
来

若
在

、
即
救

得

猫
児
也

」

(『
伝

燈
録

』
南
泉

章

大

正
蔵

五

一
-

二
五

八

a
)
。
南

泉
普

願

(
七

四

八
-

八

三

四
)

は
南

岳

下
。
馬

祖
道

一
の
法

嗣

。

○
百
丈

野
狐

11
『
百
丈

語
録
』
に
見
ら
れ

る
話
頭

。
『
正
法

眼
蔵
』
、
『
無

門
関

』
二
則

等

に
見
ら

れ

る
。

「
百
丈

和
尚

凡
参
次

有

一
老

人
、
常

随

衆

聴
法

。
衆

退
老

人
亦

退
。
忽

一
日
不
退

。
丈
遂

問

、
面
前

立

者

復

是
何

人
。

老
人

云
、
某

甲
非

人
也
。

於
過

去
迦
葉

仏

時
曾

住

此
山

。
因
学

人

問
、
大

修
行
底

人

還
落

因
果
也

無

。
云
、

不
落

因

果
。
後

五

百
生
堕

野
狐

身
。
今

請

代

一
転

語

。
遂
問

云
、

大
修

行

底

人

還
落

因
果
也

無
。

云
、

不
昧

因
果
。

老

人
於

言
下
大

悟
、
作

礼

云

、
某

甲
已
脱

野
狐
身

、
住

在

山
後
、

乞
依

亡
僧

事
例

。
丈
令

維

那
白

衆

云
、
食

後
送

亡
僧

。
食
後

丈
領

衆

至
山
後

。
巌

下
以
杖

挑

出

一
死

野
狐
、

乃
依
法

火
葬

。
丈

至
晩

上
堂

塞
前

因
縁

。
黄
奨

便

問
、
古

人
錯

対

一
転
語
堕

五
百
生

野
狐
身

。
転

転

不
錯

、
合

作
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箇
甚

磨
。

丈

云
、
近
前

来
与

汝
道

。
漿

遂
近

前
与

丈

一
掌
。
丈

拍

手
笑

云
、
将

謂

胡
髪

赤
。
更

有
赤

髪
胡

L

(
『
正
法

眼
蔵

』
続
蔵

経

一
一
八
-

一
四

二
b
)
。
な

お

『
正
法

眼
蔵

』
に

は
、
こ

の
後

に
潟

山
霊

祐

の
因
縁

を
載

せ

る
。

○
帰

宗
斬

蛇

目
『
伝
燈

録
』

帰
宗

智
常

章
、

『
正
法

眼

蔵
』
、

『
五

灯
会

元
』
等

に
見
ら

れ

る
。
し
か

し
、
そ
れ
ぞ

れ
か
な

り
内

容

の
異

な

っ

た
も

の
で
あ

る
。

こ
こ

で
は
そ

の

比
較

は

し
な

い
が

、
大
慧

が
挙

げ

る
因
縁

と

し

て
、

自
身

が
編
集

し
た

『
正
法
眼

蔵
』

か
ら

の
話

頭
を

引

用
す

る
。

「
帰
宗

和
尚

劃
草
次

。
有

講
僧

来
参

。
忽

有

一
蛇

過

、
宗

以

鋤
断

之
。

僧

云
、

久

響
帰

宗

、

元
来

是
箇
轟

行

沙

門

。

宗
按

鋤

顧
視
僧

日

、
像
轟

我
塵

。
後
来

雪
峰

問
徳

山

、
古
人

斬
蛇

意
旨

如
何

。
徳

山
便

打
。

雪
峰

便
走

。
徳

山
召

云
、
布

柄
。

雪
峰

回
首

。
徳

山

云
、
佗
後
悟

去
方

知
老

漢
徹

底

老
婆

心
」

(続

蔵

経

一

一
八
-

一
四
下
)
。
帰

宗
智

常

(生
没

年

不
詳
)
は
南
岳

下

。
馬
祖

道

一
の
法

嗣

。

○
大

晴
焼

除

11
『
古
尊

宿

語
録

』
巻

三
五

「大
階

神

照
禅

師
語

要
」
に

見
ら

れ

る
。

「師

因
焼

山
次
見

一
馳

、
以
杖

挑
向

火
中

。
咄

。
云

、

這
箇

形

骸
、
猶

自

不
放
捨

、
祢

向
這
裏

死

、
如
暗

得

燈
。
遂

有
僧

問

、
正
當

急
麿

時

還
有

罪
也
無

。
師

云
、

石
虎
叫

時

山
谷
響

、
木

人

吼
庭
鐵

牛
驚

」

(続

蔵
経

一
一
八
-

六

=

二
上

)
。
大

随
法
真

(
八

三
四
-

九

一
九
)

は
、
南

岳

下
。

儒
山

霊
祐

の
法

嗣
。

○
趙

州
勘

婆

子
勘
庵

主

11

「趙

州
勘
婆

子

」

の
公
案

は
、

『
伝
燈

録
』

巻

一
〇
趙
州

章
、

『
正
法

眼
蔵

』
、

『
無
門

関
』
一一コ

則
、
『
趙
州
録

』

等

に

見
ら
れ

る

。

「有

僧
遊

五
皇

、
問

一
婆

子
云
、
毫

山
路

向
什

磨

処

去
。
婆

子
云
、
藩

直

悪
慶

去
。
僧

便
去

。
婆

子

云
。

又
任
心
慶

去

也

。
其

僧
挙

似
師

。
師

云

、
待
我

去

、
勘

破
這
婆

子

。
師

至
明

日
、

便

去

問
。

壼

山
路

向

什
磨

処
去

。

婆

子

云
、
蕎

直

去

。
師

便
去

。

婆

子

云
、

又
急
慶

去
也

。
師
帰

院

謂
僧

云
、
我

為

汝
勘
破

這
婆

子

了
也
」

(『
伝

燈
録

』

大
正
蔵

五

一
ー

二
七

七
b

)
。

「趙
州

勘
庵

主
」

は
、
『
正
法

眼
蔵

』
、

『
趙
州

録
』
、
『
無

門
関

』

一

一
則

、
等

に
見
ら
れ

る

。

「師

行
脚

時
到

一
尊

宿
院

、
纏

入
門
相

見
。

便

云
、
有
磨

有
慶

。
尊

宿
竪

起
拳

頭
。

師

云
、
水

淺
船

難
泊

、
便

出
去

。
又

到

一
院

、
見
尊

宿
便

云

、
有
慶

有
慶

。
尊

宿
竪

起
拳

頭
。

師

云
、
能

縦

能
奪

能

取
能

撮

。
禮

葬

便
出

去

」

(
『
古

尊
宿

語

録
』

趙

州
章

続

蔵

経

一

一
八
-

三
三

一
上
)
。
趙

州

従
論

(七
七

八
i

八
九

七
)

は
南

岳

下
。
南
泉

普

願

の
法
嗣

。

○
睦
州
担

板

11
『伝

燈
録

』
巻

一
二
陳
操
尚

書
章

等
に
見

ら
れ

る
。

「或

見
講

僧
。
乃
召

云
、
座
主

。
其

僧
応

諾
。
師

云
、
担

板
漢

」

(大

正

蔵

五

一
ー

二
九

一
b
)
。
睦

州
道

明

(
生
没
年

不

詳
)

は
南
岳

下
。

黄

葉

希
雲

の
法

嗣
。

○
陳
操

尚
書

勘
僧

H
『
伝
燈

録
』
巻

一
二
陳

操
尚

書
章

、

「睦

州

刺
史

陳

操

与

僧
斎

次

、
拮

起

醐
餅

問
僧

、

江

西
湖

南
、

還

有
遮

箇

磨
。

僧

日
、
尚

書
適

来
喫

什
磨

、
陳

日
、
敲
鐘

謝
響

」

(
大

正
蔵

五

一
-

二
九

六

b
)
。
陳

操

(生

没
年

不
詳
)

は

、
睦

州
道

明

の
法

嗣

。
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○
玄

沙
敢

保
老

兄
未
徹

在

H
『
玄

沙
語

録
』
巻

上

に
は
次

の
よ
う

に
見

ら
れ

る
。

「霊

雲
到
相

看

了
、
師

乃
問

、
那
裏

何
似

者
裏

。
雲

云
。

也

只
是
桑

梓
。

別
無

他
故

。
師

云
、
在

也
無

。
雲

云
、
恒

然

、
恒

然
。

師

云
、
何

不
道

。
雲

云
、

三
十
来
年

尋
劒

客

。
幾

回
葉
落

幾

抽
枝

。
自

従

一
見
桃

花
後

。
直

至
如
今

更

不
疑
。

師

云
、
甚
生

桑

梓

之
能

。
雲

云
、
向

道

故
非

外
物

。

師

云
、

如
是

如

是
。

雲

云
、

不
敢

不
敢

。
師

云
、
諦

当

甚
諦
当

。
敢

保
未

徹
在

。
雲

云
、
是

和

尚

還
徹

也
未

。

師

云
須

与
磨

始
得

。

雲

云
、

亘
古

亘
今

。

師

云
。

甚
好

、
甚

好
。
遂

作
偶

送

霊
雲
、

三
十

来
年

只
如
常

。
幾

回
落

葉

放
毫

光
。
自

従

一
出
雲

轡
外

。
円
音
体

性

応
法

王
」

(続
蔵

経

一
二

六
-

三
五
七
上

)
。

『
伝
燈

録
』
巻

一
一
霊
雲

志
勤

章

に
は
、
霊

雲

の
悟
道

の
偶
を

見
た
潟

山

が
認
め

た

こ
と
を

記

し
た

後

に
割
注

と

し

て
、
玄
沙

の
未
徹

在

の
語

を

入
れ

て

い
る

。
し
か

し
、

『
大
慧

武

庫
』

(大
正
蔵

四
七
ー
九

五
七

a
)
の
記
述

に
よ
れ
ば

大
慧
が

、
『
正

法
眼

蔵
』
巻

中

(続
蔵

経

一

一
八
ー

八
七
下

)

の
記

述

に
よ
れ
ば

五
祖

法
演

が
、
そ
れ

ぞ
れ

霊
雲

の
悟

道

の
因
縁

そ

の
も

の
を
疑

問

視

し

て
い
た

こ
と
が
窺

え

る
。

○
洞

山
道

即
太
熱

只
道

得

八
成

11
洞

山

の
言

と

し

て
は
記
録
さ

れ

て

い
な

い
が

、
『
五
灯
会

元
』
巻

六
雲

蓋
志

元
章

に
、
石
霜
慶

諸

の
言

と

し

て
記

録
さ
れ

て
い
る

。
ま
た

『
碧
巌

録

』
八
九

則

に
は
、
道

吾
円
智

(七

六
九

ー

八

三
五
)

の
言

と
し

て
記

録
さ

れ

て

い
る

。

洞
山

了
紛

(
八
〇
七
-

八
六
九
)
は
青
原

下
。
雲
巌

曇

晟

の
法

嗣

。

○
達

磨
隻

履

西
帰

11
『
伝

燈
録

』
巻

三
菩
提
達

磨

章

の
次

の
因
縁

に

よ

る

。

「後

三
歳

、
魏
宋

雲
奉
使

西

域
　

、
遇

師

干
葱
嶺

、
見
手

携
隻

履

翻
翻

独
逝

。
雲
間

師
、
何

往
。
師

日
、
西

天
去
」

(大

正
蔵

五

一

-

二
二
〇

b
)
。

○
將

同

"

二
字

で

「～
を

も

っ
て
」

と
読

む
。

こ
の
よ
う

に

二
字

で

「将

」
の

一
字
と

同

じ
意
味

で
使

っ
て

い
る
同
義

連
文

、
同
義

復
詞

の
例

と
し

て
以
下

の
引

用
を

あ
げ
る
。

「格
外

の
学

に
非
ざ
れ
ど
も
、

名
句

を

将

以

っ
て
擬
議
す

る
莫

れ

(非
格
外

之
学

、
莫

将

以
名
句

擬
議

臭

)

(偶

頗
と

い

っ
て
も

、韻

律

を
無
視

し
た

い
と

な

み
で

は

な

い
が

、
し
か

し
言
葉

で
穿

墾

し

て
は
な
ら

な

い
)

(『
禅

門

諸
祖

偶

頒
』
巻

一
、
続

蔵
経

一
一
六
ー

九

一
=

上
)
。

○
洛

浦

云
末
後

一
句

始
到

牢
関
把

断

要
津

不
通

凡
聖

任
従

天

下
楽

欣

欣
我

独

不
肯

H
ぎ

り
ぎ

り
決
着

の

一
句
を

言

い
と

め
る

こ
と
。
前

半

の
み

『
伝
燈

録
』
巻

一
六
楽
普

元
安

章

に
見
ら

れ

る

(大

正
蔵

五

一
-

三

三

一
b
)
。
な

お

『
五
灯
会

元
』
巻

六
洛
浦

元
安

章

に

は

こ
の
部

分

の
全

て
が
見
ら

れ

る

(続

蔵
経

一
三

八
-

二
〇
〇

上
)
。

洛
浦

元
安

に

つ
い
て
は

既
出
。

○
我

為
法

王
於

法
自
在

H
『
法
華

経
』
比
喩

品
第

三

(
大

正
蔵

九
-

一

五

b
)
。

○
密

室

口
耳
伝

授

日
大
慧

は
そ

の
語
録

中

に
お

い

て
、
さ

ま
ざ

ま
に

密
室

で
の
法

の
授
受

を
批
判

し

て
い
る
。
例

え
ば

「方
外

道
友

請

普

説

」
に
は
、

「須

是

以
悟

為

則
。
宗
師

本
無

實
法

與

人
。
只
作

得
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箇
謹
明
主
宰
而
巳
。
綾
言
有
密
室
傳
授
、
謂
此
事
莫
教
別
人
知
。

決
定
是
邪
魔
外
道
見
解
」
と
あ
り
、
ま
た

「悦
禅
人
請
普
説
」
に

は
、
「只
如
世
尊
在
霊
山
会
上
、
百
万
衆
前
拮
華
普
示
。
独
迦
葉
破

顔
微
笑
。
何
曾
伯
人
知
、
又
何
曾
密
室
裏
伝
授
来

(大
正
蔵
四
七

-
八
八

一
b
)
」
と
あ
る
。
ま
た

『
年
譜
』
二
〇
歳
の
項
の
、
大
慧

が
曹
洞
宗
の
洞
山
微
禅
師
に
参
じ
、
嗣
法
を
う
け
る
も
の
の
、
そ

の
内
容
を
僧
堂
前
に
貼
り
だ
し
た
と
い
う
因
縁
か
ら
も
そ
の
こ
と

が
窺
え
る
。
「又
為
方
敷
文
普
説
云
、
微
却
有
悟
門
、
只
是
不
合
、

将
功
勲
五
位

・
偏
正
回
互

・
五
王
子
之
類
、
許
多
家
事
来
伝
。
被

我

一
伝
得
了
、
写
作

一
紙
膀
、
在
僧
堂
前
。
大
丈
夫
参
禅
、
量
肯

就
宗
師
口
辺
喫
野
狐
挺
唾
。
尽
是
閻
老
子
」
(『大
慧
年
譜
』)
。

○
建
立
門
庭
11
学
人
接
化
の
た
め
の
方
便
の
こ
と
。

○
羅
籠
11
羅
は
鳥
の
あ
み
。
籠
は
か
こ
の
こ
と
。
あ
み
や
か
ご
に
入

れ
ら
れ
て
、
身
動
き
な
ら
ぬ
さ
ま
か
ら
、
身
や
心
の
自
由
と
安
ら

ぎ
を
妨
げ
る
煩
悩
や
妄
想
に
喩
え
て
い
う
。

又
有

一
種
、
以
偏
正
回
互
為
宗
旨
。
如
洞
山
與
雲
居
過
水
次
、

洞
山
間
、
水
深
多
少
。
云
、
不
湿
。
山
云
、
麓
人
。
雲
居
却
問
、

水
深
多
少
。
云
、
不
乾
。
謂
水
諦
灘
、
而
當
頭
道
灘
、
不
能
回

互
、
謂
之
麓
人
。
雲
居
却
云
不
湿
。
是
燭
誰
而
不
能
回
互
。
洞

山
道

不
乾
、
乃
有
語
中
無
語
。
何
謂
有
語
。
不
乾
是
。
何
謂
無

語

。

也

。

不
乾
是
。
不
乾
乃
是
灘
、
是
活
語
。

能
回
互
、
不
燭
諦
故

又

一
種
有
り
、
偏
正
回
互
を
以
て
宗
旨

と
為
す
。
如
え
ば
洞

わ
た

山
、
雲

居

と

水

を

過

る

次

、
洞

山

間

う

、

「水

深

き

こ

と
多

少

ぞ

」
。

云

く

、

「
不

灘

」
。
山

云

く

、

「鹿

人

」
。
雲

居

却

っ
て
問

う

、

「水

深

き

こ
と

多

少

ぞ

」
。
云

く

、

「
不

乾

」
。
水

を

謂

う

は

濾

を

諌

と

す

。

當

頭

に
灘

と

道

い

て

、

回

互

す

る

こ
と

能

わ

ず

。

こ
れ

を

麓

人

と

謂

う

。
雲

居

却

っ
て

云

く

、

「
不

灘

」
と

。
是

れ

誰

に
鰯

れ

て
回

互
す

る

こ
と

能

わ

ず

。

洞

山

の

「
不

乾

」

と

道

う

は

、

乃

ち

有

語

の
中

の
無

語

。
何

を

か

有

語

と

謂

う

。

「
不

乾

」
是

れ

な

り

。

何

を

か

無

語

と

謂

う

。

「
不

乾

」

是

れ

な

り

。

「不

乾

」

は

乃

ち

是

れ

濾

。

是

れ

活

語

な

り

。

能

く

回

互

し

て
諌

に

燭

れ

ざ

る

が

故

な

り

。

○

又
有

一
種

、
以

偏

正
回
互

為
宗
旨

～

洞
山
道

不
乾

睦
『
洞

山
語

録
』

(大

正
蔵

四
七
ー

五

二

二

a
)
。

「
以
偏

正
回

互
為
宗

旨
」
と
は

曹
洞

宗

の
こ
と

。

「
五
位
」
は
曹
洞

宗

の
重

要
な
教

理

で
あ

り
、
偏

正

五

位

、
功

勲

五
位
、

君
臣

五
位

、
王

子
五

位

の
四

つ
が
あ

る
。

こ

こ
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で
は
初
め
の
二
つ
を
大
慧
は
解
説
し
て
い
る
。
な
お
こ
の
大
慧
の

五
位
に
対
す
る
解
説
は
、
後
年
黙
照
禅
と
の
関
係
上
非
常
に
重
要

視
さ
れ
て
い
る
。
概
ね
曹
洞
禅
者
か
ら
の
批
判
で
あ
る
が
、
曹
洞

禅
と
の
解
釈
の
相
違
は
興
味
深
い
。

○
何
謂
有
語
不
乾
是
11
底
本
お
よ
び
続
蔵
経

・
開
元
寺
版
普
説

・
指

月
録
、
ま
た
洞
山
録
み
な

「不
乾
」
で
あ
る
が
、
文
脈
か
ら
推
し

て

「不
湿
」
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

又
以
黒
白
圏
見
作
五
位
形
相
。
以
全
黒
圏
見
為
威
音
那
畔
、
父
母

　

未
生
、
空
劫
已
前
、
混
沌
未
分
事
、
謂
之
正
位
。
以
二
分
黒

一
分

白
圏
見
為
正
中
偏
、
却
来
白
威
説
黒
底
、
又
不
得
犯
著
黒
字
。
犯

著
黒
字

、
即
燭
誰
　
。
更
引
洞
山
頒
云
、
正
中
偏
、
三
更
初
夜
月

明
前
。
謂
能
回
互
。
只
言
三
更
、
三
更
是
黒
。
初
夜
是
黒
。
月
明

前
是
黒
。
不
言
黒
、
而
言
三
更
初
夜
月
明
前
。
是
能
回
互
不
燭
諌
。

以
爾
分
白

一
分
黒
圏
見
為
偏
中
正
。
却
来
黒
庭
説
白
底
、
而
不
得

犯
白
底

。
消
息
云
、
偏
中
正
、
失
暁
老
婆
逢
古
鏡
。
不
言
明
與
白
、

而
言
失

暁
與
古
鏡
、
是
能
回
互
明
與
白
字
而
不
燭
誰
。
蓋
失
暁
是

暗
中
之

明
。
古
鏡
亦
是
暗
中
之
明
。
老
婆
頭
白
、
不
説
白
而
言
老

婆
、
白
在
其
中
　
。
能
回
互
白
字
故
也
。
又
説
正
中
来
頒
云
、
正

中
来
、
無
中
有
路
隔
塵
埃
。
或
云
、
出
塵
埃
。
謂
凡
有
言
句
、
皆

無
中
唱
出
、
便
自
挾
妙
了
也
。
無
不
從
正
位

中
来
。
或
明
或
暗
、

或
至
或
到
、
皆
妙
挾
通
宗
。
凡

一
位
皆
具
此
五
事
、
如
掌
之
五
指
、

無
少
無
剰
。
兼
中
至
謂
兼
黒
兼
白
、
兼
偏
兼

正
而
至
。
何
謂
至
。

如
人
鶴
家
、
未
到
而
至
別
業
、
乃
在
途
為
人
邊

事
。
亦
能
回
互
。

妙
在
躰
前
。
兼
中
到
謂
兼
前
四
位
、
皆
挾
妙

而
蹄
正
位
。
謂
之
折

合
編
来
炭
裏
坐
。
亦
是
説
黒
庭
而
回
互
黒
字

、
不
道
黒
而
言
炭
。

*
已
11
以

(指
)。

又
黒
白
の
圏
見
を
以
て
五
位
の
形
相
を
作
す
。
全
黒
圏
見
を

以
て
、
威
音
那
畔
、
父
母
未
生
、
空
劫
已
前
、
混
沌
未
分
の
事

と
為
し
て
、
こ
れ
を
正
位
と
謂
う
。
黒
を

二
分
し
、

一
分
の
白

圏
見
を
以
て
正
中
偏
と
為
す
。
却
り
來

っ
て
白
庭
に
黒
底
を
説

き
、
又
黒
字
に
犯
著
す
る
こ
と
を
得
ず
。

黒
字
に
犯
著
せ
ば
、

即
ち
諦
に
鰯
る
。
更
に
洞
山
の
頒
を
引

い
て
云
く
、

「正
中
偏
、

三
更
初
夜
月
明
前
」
と
。
能
く
回
互
す
を

謂
う
。
只
だ
三
更
と

言
う
の
み
。
三
更
は
是
れ
黒
。
初
夜
は
是

れ
黒
。
月
明
前
は
是

れ
黒
。
黒
と
言
わ
ず
し
て

「三
更
初
夜
月

明
前
」
と
言
う
。
是

れ
能
く
回
互
し
て
読
に
燭
れ
ず
。
白
を
爾
分

し
、

一
分
の
黒
圏

見
を
以
て
、
偏
中
正
と
為
す
。
却
り
來

っ
て
黒
庭
に
白
底
を
説
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き
、
白
底
を
犯
す
こ
と
を
得
ず
。
消
息
に
云
く
、
「偏
中
正
、
失

曉
の
老
婆
、
古
鏡
に
逢
う
」
と
。
明
と
白
と
を
言
わ
ず
し
て
、

失
曉
と
古
鏡
を
言
う
。
是
れ
能
く
明
と
白
字
と
を
回
互
し
て
誰

に
燭
れ
ず
。
蓋
し
失
曉
と
は
是
れ
暗
中
の
明
な
り
。
古
鏡
も
亦

た
是
れ
暗
中
の
明
な
り
。
老
婆
は
頭
白
し
、
白
と
説
か
ず
し
て

老
婆

と
言
い
、
白
は
そ
の
中
に
在
り
。
能
く
白
字
と
回
互
す
る

が
故
な
り
。

又
正
中
來
の
頒
を
説
い
て
云
く
、
「正
中
來
、
無
中
に
路
有
り

て
塵
埃
を
隔

つ
」
、
或
い
は
云
く
、

「塵
埃
を
出
づ
」
と
。
凡
そ

す
な
わ

さ
し
は
さ

言
句
有
る
は
、
皆
無

の
中
よ
り
唱
出
し
、
便
自
ち
妙
を
挾
み
了

れ
る
を
謂
う
。
正
位

の
中
よ
り
來
た
ら
ざ
る
は
無
し
。
或

い
は

明
、
或

い
は
暗
、
或

い
は
至
、
或

い
は
到
、
皆
妙
を
挾
み
宗
に

通
ず

。
凡
そ

一
位
に
皆
な
此
の
五
事
を
具
す

こ
と
、
掌
の
五
指

か

の
如

く
、
少
く
る
こ
と
無
く
、
剰
る
こ
と
無
し
。
兼
中
至
は
、

黒
を
兼
ね
、
白
を
兼
ね
、
偏
を
兼
ね
、
正
を
兼
ね
、
し
こ
う
し

て
至
る
を
謂
う
。
何
を
か
至
と
謂
う
。
人
の
家
に
鶴
る
に
、
未

だ
到

ら
ず
し
て
別
業
に
至
る
が
如
し
。
乃
ち
途
に
在

っ
て
為
人

す
る
邊

の
事
な
り
。
亦
た
能
く
回
互
す
。
妙
は
躰
前
に
在
り
。

兼
中

到
は
、
前
の
四
位
を
兼
ね
、
皆
な
妙
を
挾
み
正
位
に
錦
す

る
を
謂
う
。
こ
れ
を

「折
合
し
て
蹄
り
来
た

り
て
炭
裏
に
坐
す
」

と
謂
う
。
亦
た
是
れ
黒
庭
を
説
い
て
黒
字
を

回
互
し
、
黒
と
道

わ
ず
し
て
炭
と
言
う
な
り
。

○
又

以
黒
白

圏

見
作

五
位

形
相

"
曹

山

の
五
相

偶

に
見
ら

れ

る
黒
白

の
図

相

に
よ

る

(大

正
蔵

四
七

-

五

二
七

a
)
。

○
以

二
分

黒

一
分
白

圏
見

為
正

中
偏

～
不
道

黒

而
言

炭

11

『
人
天
眼

目
』

(大

正
蔵

四
八
-

三

一
六

c
)

に
も

出

る
。

或
者
又
謂
、
曹
山
有
言
、
正
位
者
即
空
界
也
。

一
向
無
物
。
偏
位

　

者
即
色
界
也
。
内
有
種
種
諸
雑
萬
像
。
兼
中
至
者
捨
事
入
理
。
正

中
来
者
背
理
就
事
。
兼
帯
者
即
冥
磨
衆
縁
、
不
随
諸
有
、
非
染
非

浄
、
無
正
無
偏
。
故
云
、
虚
玄
要
道
、
無
著
真
宗
。
從
上
先
徳
、

推
此

一
位
、
最
妙
最
玄
。
須
是
審
詳
辮
明
當
禮
。
又
説
、
五
位
皆

三
字
成
句
。
偏
正
上
下
回
互
而
不
犯
中
。
中
即

正
位
也
。
説
理
説

事
、
教
有
明
文
。
教
外
輩
傳
直
指
之
道
、
果
如
是
否
。
若
果
如
是
、

　

討

甚

好

曹

山

邪

。

*
像

H
象

(普

)

(
指

)
。

*
邪

11

耶

(
指

)
。
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或

い
は
又
謂
う
、曹
山
に
言
う
有
り
。
「正
位
と
は
即
ち
空
界

な
り
。

一
向
に
物
無
し
。
偏
位
と
は
即
ち
色
界
な
り
。
内
に
種

種
諸
雑
の
萬
像
有
り
。
兼
中
至
と
は
事
を
捨

て
理
に
入
る
。
正

中
來
と
は
理
に
背
い
て
事
に
就
く
。
兼
帯
と
は
即
ち
冥
に
衆
縁

に
磨
じ
て
諸
有
に
随
わ
ず
、
染
に
非
ず
、
浮
に
非
ず
、
正
無
く
、

偏
無
し
。
故
に
虚
玄
の
要
道
、
無
著
の
眞
宗
と
云
う
。
從
上
の

先
徳
、
此
の

一
位
を
推
し
て
、
最
妙
最
玄
な
り
。
須
く
是
れ
審

詳
に
當
膿
を
辮
明
す
べ
し
」
。

又
説
く
、

「五
位
は
、
皆
三
字
も
て
句
を
「成
す
。
偏
正
は
上
下

回
互
し
て
中
を
犯
さ
ず
。
中
は
即
ち
正
位
な
り
」
。
理
を
説
き
、

事
を
説
く
。
教
に
明
文
有
り
。
教
外
単
傳
、
直
指
の
道
は
、
果

た
し

て
か
く

の
如
き
や
。
若
し
果
し
て
是

の
如
く
な
ら
ば
、
甚

も
と

の
好
き
曹
山
を
か
討
め
ん
や
。

○
正
位

者
即

空
界

也
～

須
是
審

詳
辮

明
當

農

11
『
曹

山
録

』
に

は
次

の

よ
う

に
記

す
。

「正
位

即
空

界
。
本
來

無
物

。
偏
位

即
色

界
。
有
萬

象

形
。

正
中

偏
者

、
背

理
就
事

。
偏

中

正
者
、

舎
事

入
理

。
兼
帯

者

、
冥
磨
衆

縁

、
不
堕

諸
有

、
非
染

、
非

浮
、
非

正
非
偏

。
故

日
、

虚

玄
大

道

、
無

著

真
宗

。

從
上

先
徳

、
推

此

一
位

、

最
妙

最

玄
、

當
詳

審
辮

明
」

(大

正
蔵

四
七
-

五

三
六

c
)
。

又
引
浮
山
作
大
陽
真
讃
日
、
黒
狗
燗
銀
蹄
。
自
注
云
、
此
語
正
位

中
有
偏
位
。
黒
狗
是
正
位
。
燗
銀
蹄
是
偏
位

。
白
象
崔
喬
騎
。
自

注
云
、
此
語
偏
位
中
有
正
位
。
於
斯
二
無
擬

。
自
注
云
、
此
語
不

堕
有
無
二
邊
。
所
以
洞
山
云
、
不
落
有
無
。
誰
敢
和
。
木
馬
火
中

噺
。
自
注
云
、
妙
挾
。
然
錐
妙
挾
而
虚
玄
唱
道
也
。
似
遮
般
説
話
、

須
教
侮
焼
頂
煉
膏
、
襲
誓
願
不
得
妄
傳
、
然

後
分
付
、
亦
謂
之
末

後
句
。又

浮
山
の
作
り
し
大
陽
の
眞
讃
を
引

い
て
曰
く
、

「黒
狗
、銀

か
が
や

蹄
を
燗
か
す
」。
自
注
し
て
云
う
、
「此
の
語
は
正
位
中
に
偏
位

有
り
。
黒
狗
は
是
れ
正
位
、燗
銀
蹄
は
是
れ
偏

位
な
り
」
と
。

「白

象
毘
脊
に
騎
る
」。
自
注
し
て
云
う
、
「此

の
語
は
偏
位
中
に
正

位
有
り
」と
。
「斯

の
二
に
於

い
て
無
擬
」。自
注
し
て
云
う
、
「此

の
語
は
有
無

の
二
邊
に
堕
さ
ず
。
所
以
に
洞
山
云
く
、
有
無
に

落
ち
ず
、
誰
か
敢
え
て
和
せ
ん
」
と
。

「木
馬
火
中
に
噺
く
」
。

い
え
ど

自
注
し
て
云
う
、
「妙
挾
な
り
。
妙
挾
な
り
と
然
錐
も
虚
玄
唱
道

こ
と

な
り
」
と
。
遮
般
の
説
話
の
似
き
は
、
須
く
侮
を
し
て
頂
を
焼
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き
、
讐
を
煉
り
、
誓
願
を
襲
し
て
、
妄
傳
す
る
こ
と
を
得
ざ
ら

し
め
、
然
る
後
に
分
付
し
、
亦
た
こ
れ
を
末
後
の
句
と
謂
う
。

○
浮

山

H
浮
山

法
遠

(九
九

一
-

一
〇

六

七
)
。
臨
済

宗

。
葉
縣

蹄
省

の
法

嗣
。
浮

山

は
臨
済

の
嗣

法
を

う

け
た
後

、
大

陽
警

玄
よ

り
曹

洞

の
宗
旨

の
密

嘱
を

受

け

て
、

後

に
投

子
義
青

に
代

付

し
た
。

○
大

陽

11
大
陽
警

玄

(九

四

三
-

一
〇

二
七
)

の
こ
と
。

曹
洞
宗

。

梁

山
縁
観

の
法

嗣
。
す

で

に
葉

縣

蹄
省

の
法

を
嗣

い
で

い
た

浮
山

法
遠

に
衣

履

と
直
機

と
を

与
え

て
後

事
を

託
す

。

○
黒

狗
欄

銀
蹄

"
『
禅

林
僧

宝
伝

』
巻

一
七

、
浮

山
章

に
以

下

の
通
り

に
出

る
。

「
又
作
明
安

延

公
賛

日
、
黒

狗
欄

銀
蹄

、
白
象

毘
喬

騎
。

於

斯

二
無
擬

、

木

馬
火
中

噺

」

(続
蔵

経

=

二
七

ー

五

}

一
a
)
。

○
洞

山

云
不
落
有

無

誰
敢

和

11

『
洞
山

録
』
に
出

る
。

「兼

中

到
、
不

落
有

無
誰

敢
和

。
人

人
壼
欲

出
常

流
、
折

合
還

録
炭

裏
坐

」

(
大

正

蔵

四
七
ー

五

二
五

c
)
。

○
須
教

称
焼

頂
煉

腎
獲

誓
願

不
得

妄
傳

11
本

来

己
れ

の
身

を
捨

て
る

こ
と

に
よ

っ
て
布

施
波

羅
密

を
実

践
す

る
捨
身

供
養

か

ら
来

て

い

る

の
で
あ

ろ
う
が

、
こ

こ
で
は
、
身

体

の

一
部

を
焼

く

こ
と

に
よ

っ

て
仏

法

へ
の
信

を
確

認
す

る

こ
と
を

い
う

。
当
時

、
嗣
法

の
証
明

と

し

て
膏

の
上

で
香

を
た

い
て
、
そ

の
法

を
妄

り

に
伝

え
な

い
こ

と
を
誓

っ
た

。
当

時

の
曹
洞

宗
は

乱
嗣

を
許
さ

な
か

っ
た

と

い
う
。

　

師
墾
了
、
遂
弾
指
云
。
好
掩
彩
底
輝
、
若
是
皮
下
有
灘
血
底
、
還

肯
喫
遮
茶
飯
慶
。
我
且
問
、
称
膓
月
三
十
日
、
四
大
相
將
解
散
、

平
昔
記
持
學
得
底
、
還
回
互
得
慶
。
回
互
時
還
著
意
也
無
。
當
急

磨
時
、
心
識
已
昏
。
如
何
回
互
。
既
回
互
不
得
、
定
撞
入
騙
胎
馬

　

　

腹
中
、
随
業
受
報
。
當
此
之
時
、
欲
燭
読
作
麓
人
、
亦
不
可
得
。

　

況

能

敵

佗

生

死

邪

。

*
黙

11

無

し

(普

)
。

*

之

U
な

し

(
指

)
。

*
麓

11
粗

(指

)
。

*
邪

11

耶

(指

)
。

師

挙

し

了

っ
て
、
遂

に

弾

指

し

て

云
く

、

「好

き

、
掩

彩

底

の

は

輝
、
若
し
是
れ
皮
下
に
灘
血
有
る
底
な
ら
ば
、
還
た
肯

て
遮
の

茶
飯
を
喫
せ
ん
や
。
我
れ
且
く
問
う
、
祢
膓
月
三
十
日
、
四
大

相
將

っ
て
解
散
す
る
と
き
、
平
昔
記
持
學

得
す
る
底
、
還
た
回

互
し
得
る
や
。
回
互
す
る
時
、
還
た
著
意

す
る
や
。
任心
磨
の
時

く
ら

に
當

っ
て
、
心
識
巳
に
昏
し
。
如
何
ん
が
回
互
せ
ん
。
既
に
回

互
し
得
ず
ん
ば
、
定
め
て
騙
胎
馬
腹
中
に
撞
入
し
、
業
に
随
い

報
を
受
け
ん
。
此

の
時
に
當

っ
て
、
誰
に
燭
れ
て
鹿
人
と
作
ら

ん
と
欲
す
る
も
、
亦
た
得
べ
か
ら
ず
。
況
ん
や
能
く
佗

の
生
死

に
敵
せ
ん
や
」
。
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○
掩
彩
底
禅
"
他
人
の
威
光
を
減
ず
る
よ
う
な
禅
。
こ
こ
で
は
大
慧

は
こ
う
言
っ
て
こ
れ
ま
で
に
例
と
し
て
あ
げ
た
よ
う
な
禅
風
を
あ

ざ
笑
っ
て
い
る
。

〇
四
大
相
將
解
散
"
四
大
分
離
す
る
。
つ
ま
り
死
ぬ
時
の
こ
と
。

○
撞
入
騙
胎
馬
腹
中
H
畜
生
に
生
ま
れ
変
わ
る
と
い
う
意
味
。
い
ざ

死
に
臨
ん
だ
と
き
、
こ
れ
ま
で
学
ん
だ
こ
と
を
ど
う
や

っ
て
生
か

す
こ
と
が
で
き
る
の
か
。
も
し
出
来
な
け
れ
ば
、
そ
の
ま
ま
畜
生

に
生
ま
れ
変
わ
っ
て
し
ま
う
と
い
う
こ
と
。

又
有
商
量
、
洞
山
示
衆
云
、
向
時
作
慶
生
。
奉
時
作
磨
生
。
功
時

作
慶
生
。
共
功
時
作
磨
生
。
功
功
時
作
慶
生
。
時
有
僧
問
、
如
何

是
向
。
山
云
、
喫
飯
時
作
慶
生
。
如
何
是
奉
。
云
、
背
時
作
磨
生
。

如
何

是
功
。
云
、
放
下
銀
頭
時
作
慶
生
。
如
何
是
共
功
。
云
、
不

得
色

。
如
何
是
功
功
。
云
、
不
共
。
向
時
作
慶
生
、
謂
、
趣
向
此

　

事
。
答
日
、
喫
飯
時
作
贋
生
、
謂
此
事
不
可
喫
飯
時
、
無
功
勲
而

有
間

断
也
。
奉
時
作
慶
生
、
奉
乃
承
奉
也
。
如
人
奉
尊
長
、
先
致

　

敬
而
後
承
奉
。
向
乃
功
勲
之
所
立
。
才
向
即
有
承
奉
之
義
。
答
日
、

で

　

背
時
作
慶
生
、
謂
此
事
無
間
断
。
奉
時
既
ホ
、
而
背
時
亦
然
。
言

背
即
奉
之
義
。
蓋
奉
背
皆
功
勲
也
。
功
時
作
磨
生
、
功
即
用
也
。

答
日
、
放
下
鉦
頭
時
作
磨
生
、
把
鉦
頭
是
用
。
放
下
鉦
頭
是
無
用
。

洞
山
之
意
謂
用
與
無
用
皆
功
勲
也
。
亦
是
無
間
断
之
義
。
共
功
時

作
磨
生
、
謂
法
與
境
敵
。
答
日
、
不
得
色
、

乃
法
與
境
不
得
成

一

色
。
正
用
時
、
是
顯
箇
無
用
底
。
無
用
即
用
也
。
若
作

一
色
、
即

是
十
成
死
語
。
洞
山
宗
旨
、
語
忌
十
成
。
故

日
、
不
得
色
。
乃
活

語
也
。
功
功
時
作
磨
生
、
謂
法
與
境
皆
空
。
謂
之
無
功
用
大
解
脱
。

故
日
不
共
、
乃
無
法
可
土
ハ。
不
共
之
義
、
全
蹄
功
勲
邊
。
如
法
界

事
事
無
磯
是
也
。
侮
面
前
無
我
。
我
面
前
無
祢
。
所
以
爽
山
道
、

此
間
無
老
僧
、
目
前
無
閣
梨
、
是
也
。
如
此

之
説
、
皆
趣
向
承
奉
、

於
目
用
四
威
儀
内
成
就
、
世
出
世
間
、
無
不
周
旋
。
謂
之
功
勲
五

位
。

*
無
門
無
有

(指
)
。
*
才
H
纏

(続
)

(指
)
。
*
」小
11
爾

(続
)

(指
)
。

又
商
量
す
る
有
り
、

「洞
山
衆
に
示
し

て
云
く
、
『
向
の
時
作

慶
生
。
奉

の
時
作
慶
生
。
功

の
時
作
慶
生
。
共
功

の
時
作
慶
生
。

功
功
の
時
作
慶
生
』
。
時
に
僧
有
り
て
問
う
、
『
如
何
な
る
か
是

れ
向
』
。
山
云
く
、
『
飯
を
喫
す
る
時
作
慶

生
』
。
『如
何
な
る
か

是
れ
奉
』
。
云
く
、
『
背
の
時
作
慶
生
』
。
『
如
何
な
る
か
是
れ
功
』
。

云
く
、
『鉦
頭
を
放
下
す
る
時
作
慶
生
』。
『如
何
な
る
か
是
れ
共
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功
』
。
云
く
、
『色
を
得
ず
』
。
『
如
何
な
る
か
是
れ
功
功
』
。
云
く
、

『
不
共
な
り
』
」。

「向
の
時
作
磨
生
」
と
は
、
此
の
事
に
趣
向
す
る
を
謂
う
。

答
え
て
日
う
、
「飯
を
喫
す
る
時
作
慶
生
」
と
は
、
此
の
事
、
飯

を
喫
す
べ
か
ら
ざ
る
時
、功
勲
な
く
し
て
間
断
有
る
を
謂
う
。
「奉

の
時
作
磨
生
」
と
は
、
奉
は
乃
ち
承
奉
な
り
。
人
の
尊
長
に
奉

ず
る
が
如
し
。
先
づ
敬
を
致
し
て
し
か
る
後
に
承
奉
す
。
向
は

わ
ず

乃
ち
功
勲

の
立

つ
所
な
り
。
才
か
に
向
え
ば
即
ち
承
奉

の
義
有

り
。
答
え
て
日
う
、
「背

の
時
作
慶
生
」
と
は
、
此

の
事
間
断
無

き
を
謂
う
。
奉

の
時
も
既
に
爾
り
、
背

の
時
も
亦
た
然
り
。
背

は
即
ち
奉
の
義
な
る
を
言
う
。
蓋
し
奉
背
、
皆
功
勲
な
り
。

「功

の
時
作
麿
生
」
と
は
、
功
は
即
ち
用
な
り
。
答
え
て
曰
く
、
「鉦

と

頭
を
放
下
す
る
時
作
慶
生
」と
は
鉦
頭
を
把
る
は
是
れ
用
な
り
。

鉋

頭
を
放
下
す
る
は
是
れ
用
無
き
な
り
。
洞
山
の
意
は
用
と
無

用
と
、
皆
功
勲
な
る
こ
と
を
い
う
な
り
。
亦
た
是
れ
間
断
無
き

の
義
な
り
。

「共
功
の
時
作
慶
生
」
と
は
、
法
と
境
と
敵
す
こ
と

を

い
う
。
答
え
て
曰
く
、
「色
を
得
ず
」
と
は
、
乃
ち
法
と
境
と

一
色
と
成
る
を
得
ざ
る
な
り
。
正
用
の
時
、
是
れ
箇
の
無
用
底

を

顯
わ
す
。
無
用
即
ち
用
な
り
。
若
し

一
色
と
成
さ
ば
、
即
ち

是
れ
十
成
の
死
語
。
洞
山
の
宗
旨
、
語
は
十
成
を
忌
む
。
故
に

曰
く
、
「色
を
得
ず
」
と
。
乃
ち
活
語
な
り
。

「功
功

の
時
作
磨

生
」
と
は
、
法
と
境
と
は
皆
空
な
る
こ
と
を
謂
う
。

こ
れ
を
無

功
用
の
大
解
脱
と
謂
う
。
故
に
不
共
と
日
う
は
、
乃
ち
法
と
し

て
共
な
る
べ
き
無
し
。
不
共

の
義
は
全
て
功
勲
邊
に
隔
す
。
法

界
の
事
事
無
確
な
る
が
如
き
是
な
り
。
称

が
面
前
に
我
無
く
、

我
が
面
前
に
祢
無
し
。
所
以
に
爽
山
の

「此
間
に
老
僧
無
く
、

目
前
に
闊
梨
無
し
」
と
道
う
は
是
な
り
。

此
の
如
き

の
説
、
皆

な
趣
向
承
奉
し
て
、
日
用
四
威
儀
の
内
に
お
い
て
成
就
し
て
、

世
出
世
間
に
周
旋
せ
ざ
る
こ
と
無
し
。
こ
れ
を
功
勲

の
五
位
と

謂
う
。

○

洞
山

示
衆

云
向
時

作
磨

生

～
不

共

11
『
洞

山
語
録

』

(大

正
蔵

四
七

i

五

二

五

c
)

の
功
勲

五

位

に

つ
い
て

の
解
説

。
功

勲

五

位

は
、

修

行

の
進
ん

で

い
く
過

程
を

向
、
奉

、
功

、
共

功
、
功

功

の
五
段

階

に
分
類

し

て
説
明

し
た
洞

山

の
説

。向

は
修
行

に

入
る
に
あ
た

っ

て
、

日
常

に
お

け

る

工
夫

を
最

も
尊

ぶ

べ
き
と

い
う

位

で
あ

り
、

奉

は
仏
道

修
行

に
努

め
、
更
に
向

上
を

目
指

し

て
い
く
と

い
う
位

、

功

は
修
行

の
成

果

が
現
れ

は

じ
め

、

一
切
空
を

知

り
、
平
等

無
差

別

の
境
地

を
自

覚

し
た
位

、
共
功

と

は
、

そ

の
平
等
性

に

も
留

ま
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ら
ず
、
差
別
の
境
涯
に
入
っ
て
い
く
位
で
あ
り
、
功
功
と
は
、
平

等
も
差
別
も
超
越
し
、
自
然
に
仏
法
を
尽
く
し
て
い
く
位
の
こ
と

で
あ
る
。
こ
こ
で
の
大
慧
の
功
勲
五
位
に
対
す
る
解
説
は
、
曹
洞

の
宗
旨
に
則
っ
た
常
識
的
な
も
の
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

〇
十
成
"
完
全
に
な
る
こ
と
。
本
文
に
も
あ
る
と
お
り
、
曹
洞
宗
で

は
十
成
を
忌
む
。

○
法
界
事
事
無
擬
11
華
厳
の
四
法
界
の
内
の

一
つ
。
華
厳
の
四
法
界

と
は
、
①
事
法
界
、
②
理
法
界
、
③
理
事
無
磯
法
界
、
④
事
事
無

擬
法
界
で
あ
る
。

○
爽
山
道
此
間
無
老
僧
目
前
無
閣
梨
H
爽
山
善
会
の
章
に
は
見
ら
れ

な
い
語
で
あ
る
が
、
『
伝
燈
録
』
巻

一
六
、
楽
普
元
安
章
に
爽
山
の

言
葉
と
し
て
記
録
さ
れ
て
い
る
。

伽
道
、
他
古
人
意
、
果
如
是
乎
。
若
只
如
此
、
有
甚
奇
特
。
只
是

口
傳
心
授
底
葛
藤
。
既
不
如
是
、
且
古
人
意
畢
尭
作
慶
生
。
妙
喜

　

為
祢

下
箇
注
脚
、
也
要
諸
方
検
黙
。
不
見
扮
陽
道
、
面
目
見
在
、

一
任
挾
取
。
故
浄
名
云
、
但
除
其
病
而
不
除
法
。

汝
以
縁
心
聴
法
。
此
法
亦
縁
。
古
人

一
言
半
句
、

在
未

祠
巳
前
著
到
。
如
三
玄
三
要
、
四
種
料
挾
、

　

是
遮
箇
道
理
。
妙
喜
慈
慶
説
、
不
是
既
剥
諸
方
。

明
緬
素
而
巳
。

又
首
榜
厳
云
、

錐
是
垂
慈
、
皆

十
智
同
真
、
亦

且
要
箇
中
人
辮

*
検

鮎

H
貼

検

(指

)
。

*
説

"
道

(指

)
。

祢
道
え
、
他
の
古
人
の
意
、
果
た
し
て
是
く
の
如
く
な
る
か

を
。
若
し
只
だ
是
く
の
如
ん
ば
、
甚

の
奇

特
か
あ
ら
ん
。
只
だ

是
れ
口
傳
心
授
底
の
葛
藤
な
り
。
既
に
是

の
如
く
な
ら
ざ
れ
ば
、

且

つ
古
人
の
意
は
、
畢
尭
作
慶
生
。
妙
喜

、
祢
が
為
に
箇

の
注

脚
を
下
し
、
也
た
諸
方
の
検
瓢
を
要
す
。
見
ず
や
、
扮
陽
の
道

く
、
「面
目
見
在
、
挾
取
に

一
任
す
」
。
故
に
浮
名
云
く
、
「但
だ

そ
の
病
を
除

い
て
法
を
除
か
ず
」
。
又
首
榜
厳
に
云
く
、
「汝
、

縁
心
を
以
て
法
を
聴
く
。
此
の
法
亦
縁
な
り
」
。
古
人
の

一
言
半

句
、
是
れ
慈
を
垂
る
と
錐
も
、
皆
未
だ
厨

せ
ざ
る
已
前
に
在

っ

て
著
到
す
。
三
玄
三
要
、
四
種
の
料
挾
、
十
智
同
眞

の
如
き
は
、

亦
た
是
れ
遮
箇
の
道
理
な
り
。
妙
喜
慈
磨

に
説
く
は
、
是
れ
諸

方
を
既
剥
す
る
に
あ
ら
ず
。
且
く
箇
中
の
人
の
、
縞
素
を
辮
明

せ
ん
と
要
す
る
の
み
。

○
口
伝
心
授
底
葛
藤
"
言
葉
を
通
し
て
仏
法
の
真
髄
を
伝
え
る
こ
と
。

禅
で
は

「不
立
文
字
、
教
外
別
伝
」
を
標
榜
す
る
宗
旨
で
あ
る
か

ら
、
当
然
こ
の
よ
う
な
禅
風
を
認
め
な
い
。
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○

扮
陽
道

面
目
見
在

}
任
挾

取

1ー

「
面
目
見
在

」
と

い
う

言
葉

は

『
扮

陽

無
徳

禅
師

語
録

』
に

「十
智

同
真

」
を
説

く
部

分

に
見
ら

れ

る
。

後

半

の

「
一
任
練

取
」
は
不

明
。

「作

磨

生
是

十
智

同
真

。
與

上
座

馳

出

一
同

一
質

。

二
同
大
事

。

三
総
同

参
。

四
同
真

志

。
五

同

遍
普

。

六
同
具

足
。

七
同

得
失

。

八
同
生

殺
。

九
同
音

吼
。

十

同

得

入

又

云
。
與
什

慶
人

同
得

入
。
與

誰

同
音

吼
。
作

磨
生

是
同

生

殺
。
什

磨
物

同
得

失
。

阿
那

箇
同

具

足
。
是
什

磨

同
遍
普

。
何

人

同
真
志

。
敦

能
総

同
参

。
那
箇

同

大
事

。
何
物

同

一
質
。

有
黙

得

出
底
磨

。
鮎

得
出

者
。

不
吝

慈
悲

。
貼

不
出
來

。
未

有
参

學
眼

在
。
切
須
辮

取

。
要

識
是
非

。
面

目
見
在

。
不
可
久

立
」

(大

正
蔵

四
八
-

三
〇

四

c
)
。

○
故
浄

名

云
但

除
其
病

而

不
除

法

H
『
維
摩

経
』

(大

正
蔵

一
四
ー

五

四

五

a
)

に
あ

り
。

○

又
首

榜
厳

云
汝
以
縁

心
聴

法

此
法
亦

縁

11
『
首
榜

厳

経
』

(大

正
蔵

一
九

ー
九

四

五

a
)

に
あ

り
。

○

未
厨

已
然

前

11
学
者

が

一
句
を

吐
き

出
す

前

に
。

〇

三
玄

三
要
H

既
出
。

〇

四
種

料
挾

11
臨

済
義

玄
が

為

人

の
施

設
と

し

て
創
設

し
た

も

の
を

基

本

と
し

て
、
後

世
、

風
穴

延
沼

(八
九

六
-

九
七

三
)

の
語
録

に
初

め

て

「四
料
挾

」

と
し

て
記
録

さ
れ

る
。

料

は
理
量

、
挾

は

択

断
、
分
別

し

て
え
ら

ぶ

こ
と

で
、

「人

」
と

「境
」
と
を

四
種

に

わ

け

て
、
師
家

が
修

行
者

に
接

す
る

立
場

を

四

つ
に
分
類

し

て
い

る
。

「師

晩
参

示
衆

云
。
有
時

奪

人
不
奪

境
。
有

時
奪

境

不
奪

人
。
有
時

人
境

倶
奪

。
有
時

人
境

倶

不
奪

。
時
有

僧
問

。
如
何

是
奪

人

不
奪

境
。

師
云

。
煎

日
発

生
鋪

地
錦
。

理
該

垂
髪

白
如

糸
。

僧

云
。
如

何
是
奪

境

不
奪

人
。
師

云
。

王
令

巳
行

天

下
遍
。
将

軍
塞

外
絶

姻

塵
。
僧

云

。
如

何

是
人

境
両

倶
奪

。
師

云
。
並

扮
絶

信
独

処

】
方
。

僧

云
。
如
何

是

人
境
倶

不
奪

。
師

云
。

王
登
宝

殿

野
老

謳
歌

(『
臨

済

録
』

大

正
蔵

四
七
-

四
九
七

a
)
」
。

〇
十
智

同
真

11

沿
陽
善

昭

が
示

し
た
、

宗
師

家

と
し

て
具

え
る

べ
き

十
種

の
智
。

こ
の
十
智

な

し
で
は

邪

正
を
弁

ず

る

こ
と

も
、

紬
素

を

分
か

つ
こ
と

も
、
人

天

の
眼

目

に
な

っ
て
是

非
を

決
断

す

る

こ

と
も
出

来
な

い
も

の
で
あ

る
。
原

文

既
出
。

O
財

剥

11
け

な

し

て
そ

の
力
や

価

値
を
奪

う

こ
と

。
退

け

る
。

お
さ

え

る
。

　

又
有

一
種
也
。
不
在
言
語
上
、
也
不
在
古
人

公
按
上
、
也
不
在
心

性
上
、
也
不
在
玄
妙
上
、
也
不
在
有
無
得
失
邊
。
如
火
相
似
、
燭

著
便
焼
。
非
離
真
而
立
庭
、
立
庭
即
真
。
信

手
拮
来
、
超
今
越
古
。

一
句
来

一
句
去
、
末
後
多

一
句
、
便
是
得
便
宜
。
似
遮
般
底
、
只

是
弄
箇
業
識
療
團
。
便
謂
無
因
果
無
報
磨
。
亦
無
人
、
亦
無
佛
、

飲
酒
食
肉
、
不
擬
菩
提
。
行
盗
行
婬
、
無
妨
般
若
。
如
此
之
流
、
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正
是
師
子
身
中
贔
、
自
食
師
子
身
中
肉
。

揆
因
果
、
葬
葬
蕩
蕩
招
秩
禍
、
是
也
。

*
按

ー1
案

(指
)
。

永
嘉
所
謂
、
諮
達
空
、

又

一
種
有
り
、
言
語
上
に
在
ら
ず
、
也
た
古
人
の
公
按
上
に

も
在
ら
ず
、
也
た
心
性
上
に
も
在
ら
ず
、
也
た
玄
妙
上
に
も
在

ら
ず
、
也
た
有
無
得
失
邊
に
も
在
ら
ず
。
火
の
如
く
に
相
似
て
、

燭
著
す
れ
ば
便
ち
焼
く
。
眞
を
離
れ

て
立
庭
な
る
に
非
ず
、
立

庭
即
ち
眞
な
り
。
手
に
信
せ
、
拮
じ
來

っ
て
、
今
を
超
え
古
を

越

ゆ
。

一
句
來
た
り
、

一
句
去
り
、
末
後
に

一
句
多
く
し
て
、

便
ち
是
れ
便
宜
を
得
た
り
。
遮
般
の
似
き
底
、
只
だ
是
れ
箇
の

業
識
を
弄
す
る
療
團
な
る
の
み
。
便
ち
謂
う
、
「因
果
無
く
報
磨

無

し
。
亦
た
人
無
く
、
亦
佛
無
し
。
飲
酒
食
肉
、
菩
提
を
擬
げ

ず
。
盗
を
行
じ
、
婬
を
行
ず
る
こ
と
、
般
若
を
妨
ぐ
る
こ
と
無

し
」
と
。
此
の
如
き
の
流
、
正
に
是
れ
師
子
身
中

の
轟
な
り
。

自
ら
師
子
身
中
の
肉
を
食
ら
う
。永
嘉
の
所
謂
る
、
「諮
達
の
空
、

因
果
を
揆

い
、
葬
葬
蕩
蕩
と
し
て
秩
禍
を
招
く
」
是
れ
な
り
。

○
非
離

真

而
立
庭

、

立
庭
即

真
。

"
僧
肇

(?
ー

四

一
四
)

の

『
肇

論

』

「不
真

空
論

第

二
」
中

の
語
。

「不

動
真
際

為
諸

法
立

処
、

非

難

真

而
離

立

処
、

立

処
即

真
也

」

(大

正
蔵

四
五
-

一
五

三

a
)
。

こ

の
語

は

『
馬
祖

録

』

に
も
使

わ

れ

て
お

り
、

後

に

『
臨
済

録

』

に
至

っ
て

「
随
処

に
主

と
作

ら
ば

、
立

処
皆
な

真
な

り
」

と

い
う

有

名
な

語

の
元
と

な

る
。

「立

処
即

真
」
は
現
実

の
絶

対
肯

定

の
立

場
。

○

信
手

拮
来

超
今

越
古

一
句

来

一
句
去

H
自
由

自
在

な

る
さ

ま
。

○

得
便

宜

H
好
…機
を
得

る

こ
と
。
好

都
合

な

こ
と
。

「落

便
宜

」
と

一

緒

に
使

わ
れ

る
格

言
。

○

弄
箇
業

識

痴
団

旺
業

識
を
無

限

に
生

じ
さ

せ

て
、
思
量

分

別
を
た

く

ま

し
く
す

る

こ
と

。

○

師

子
身

中

虫

11
佛
弟

子

で
あ

り
な

が

ら
、
か
え

っ
て
仏

法
を

諦

り
、

仏

法
を

滅
す

る
者

の

こ
と
。
ま
た

内

か
ら

生
じ

る
災

い

の
た

と
え

。

○

永
嘉

所
謂

諮
達

空
機

因
果
葬

葬
蕩

蕩

招
殊
禍

11
『
讃
道

歌
』
の
言
葉

(大

正
蔵

四
八
ー

三
九

六

a
)
。

　

　

有

一
種
、
商
量
古
人
公
按
、
謂
之
針
線
工
夫
。
又
謂
之
郎
君
子
弟

　

暉
。
如
商
量
女
子
出
定
話
云
、
文
殊
是
七
佛
之
師
、
為
甚
磨
出
女

子
定
不
得
。
云
、
文
殊
與
女
子
無
縁
。
岡
明
是
初
地
菩
薩
。
為
甚

贋
出
得
女
子
定
。
云
、
與
女
子
有
縁
。
下
語

云
、
冤
有
頭
、
債
有

　

主
。
又
有
商
量
道
、
文
殊
不
合
有
心
、
所
以
出
不
得
。
岡
明
無
意
。
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所
以
出
得
。
下
語
云
、
有
心
用
庭
、
還
磨
錯
、
無
意
求
時
却
宛
然
。

又
有
商
量
道
、
文
殊
為
甚
磨
出
女
子
定
不
得
。
杓
柄
在
女
子
手
裏
。

岡
明
為
甚
慶
出
得
。
如
贔
禦
木
。
又
云
、
因
風
吹
火
。
又
云
、
争

奈
女
子
、
何
。
邪
解
甚
者
至
於
作
入
定
勢
、
又
作
出
定
勢
、
推

一

推
、
弾
指

一
下
、
昊
蒼
天
歎
聲
。
伏
惟
尚
饗
佛
袖
之
類
、
冷
地
看

　

来

悪

憧

殺

人

。

*

按

11
案

(
指

)
。
*

工
夫

目

功

夫

(
指

)
。
*
話

H

語

(続

)

(指

)
。

*

有

睡
な

し

(
指

)
。

*
磨

11
成

(
指

)
。

*
暫

"
漸

(
指

)
。

一
種
有
り
、
古
人
の
公
按
を
商
量
し
、
こ
れ
を
針
線
の
工
夫

と
謂
い
、
又
こ
れ
を
郎
君
子
弟
の
輝
と
謂
う
。
如
え
ば
女
子
出

定

の
話
を
商
量
し
て
云
う
、
「文
殊
は
是
れ
七
佛
の
師
な
る
に
、

甚
慶
と
為

て
か
女
子
を
定
よ
り
出
だ
す

こ
と
得
ざ
る
」。
云
く
、

「文
殊
と
女
子
と
は
縁
無
し
」
。
「岡
明
は
是
れ
初
地
の
菩
薩
な
る

に
、
甚
慶
と
為

て
か
女
子
を
定
よ
り
出
だ
す

こ
と
得
た
る
」。
云

く
、
「女
子
と
縁
有
り
」。
下
語
し
て
云
く
、
「冤
に
頭
有
り
、
債

に
主
有
り
」
。
又
商
量
し
て
道
う
有
り
、
「文
殊
不
合
に
し
て
、

心
有
り
。
所
以
に
出
す
こ
と
得
ず
。
岡
明
意
無
し
。
所
以
に
出

し
得
た
り
」
。
下
語
し
て
云
く
、

「心
に
用
庭
有
れ
ば
、
還

っ
て

鷹
に
錯
る
べ
し
。
意
の
求
む
る
こ
と
無
き
時
、
却

っ
て
宛
然
た

り
」
。
又
商
量
有
り
て
道
う
、
「文
殊
、
甚
慶
と
為
て
か
女
子
を

定
よ
り
出
す
こ
と
を
得
ざ
る
。
杓
柄
、
女

子
の
手
裏
に
在
り
。

岡
明
は
甚
磨
と
為
て
か
出
し
得
た
る
。轟
の
木
を
禦
む
が
如
し
」。

又
云
く
、
「風
に
因

っ
て
火
を
吹
く
」。
又
云
く
、
「女
子
を
孚
奈

何
せ
ん
。
邪
解
甚
し
き
は
入
定

の
勢
い
を
作
し
、
又
出
定
の
勢

を
作
し
、
推

一
推
し
、
揮
指
す
る
こ
と

一
下
、
蒼
天
と
実
す
る

ね
が

う

こ
と
数
聲
。
伏
し
て
惟
み
る
に
、
尚
わ
く
ば

饗
け
よ
」
と

い
い
、

彿
袖

の
類
に
至

っ
て
は
、冷
地
に
看
來
た
れ
ば
悪
憧
殺
人
な
り
。

○

謂
之

針
線

工
夫

又
謂

之
郎

君

子
弟
輝

隠

「
針
線

工
夫

」
と

は
、

「針

仕

事
」

「刺
繍

」

の

こ
と

。

つ
ま
り
奥

さ

ま
お
嬢

さ

ま

の
お
仕

事
。

「郎

君

子
」
と

は

そ
れ

に
対
す

る
、
お
ぼ

っ
ち

ゃ
ま

、
若
さ

ま

、
と

い
う

こ
と
。
お
嬢

さ

ま
や

若
さ

ま

の
す

る
よ
う

な
非

常

に
甘

い
禅

風

の
こ
と
。

○
女

子

出
定

話

11
本

来

は

『
諸

仏

要
集
経

』
か
ら
出

た

も

の
。

『
伝

燈

録

』
巻

二
七

、
『
無

門
関

』
四
二
則

に
見

え
る

。
こ
こ

で
は

『
正
法

眼

蔵
』
か
ら
引

用
す

る
。

「世
尊

昔

因
文

殊

至
諸
仏
集

処

、
値
諸

仏

各

還
本

処
。
唯

有

一
女

人
、
近

彼
仏

坐

、
入
於

三
昧

。
文

殊

乃
白

仏

云
、
何

此
女

得

近
仏
坐

而
我

不
得

。
仏

告
文

殊
、

汝
但
覚

此

女
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令

従

三
昧

起

。
汝
自

問
之
。
文

殊
邊

女
人

三

匝
、
鳴

指

一
下

乃
托
。

至
梵

天
尽
其

神
力

、
而

不
能

出
。
世

尊

云
、
仮
使

百
千

文

殊
、
亦

出

此
女

人
定

不
得

。
下
方

過

四
十

二
恒

河
沙

国

土
、
有
網

明
菩

薩

、

能

出
此

女
人

定
。
須

輿
網

明

大
士
従

地
湧

出
、
作

礼

世
尊

。
世
尊

勅

網
明

出
。
網

明

御
至
女

人
前

、
鳴

指

一
下
、
女

人
於

是
従

定

而

出

」

(続

蔵
経

一
一
八
-

一
二

三
b
)
。

○

文
殊

不
合
有

心

11

「
不
合
」

は

「そ
う
あ

る

べ
き

で
な

い
の
に
」
。

○

冤
有

頭
債
有

主

11
物
事

を

処
理
す

る
時

は
、

必
ず

責
任

者
が

そ

の

責

を
負

う

べ
き

こ
と

の
喩
え

。

○

因

風
吹

火

H
火

を
吹

き
お

こ
す

の
風

の
方
角

に
従

っ
て

い
れ

ば
容

易

で
あ

る

よ
う

に
、
学

人

の
機
根

の
向

か
う

所
を

察

し

て
そ
れ

に

相

応

し
た

手
段
を

以

て
教
導

す

る

こ
と

に
た

と
え

る
。
ま
た

好
機

を

と
ら

え

て
事
を

運
ぶ

こ
と

。

○
尚

饗

H

こ

い
ね

が
わ

く
は
う

け

よ
。
祭

文

の
末

に
用

い
る
語

。

こ

れ

が
転

じ

て
こ

こ
で
挙
げ

る

よ
う
な

連
中

は
死

ぬ

し
か
な

い
と

い

う

意
味

。

○

払
袖

H
袖

を
う

ち
は
ら

う

。
決
然

と

し

て
立

ち
去

る
と

き

の
気
勢

。

○
冷

地

看
来
悪

憧

殺
人

H
冷
静

に
見

て
み
れ
ば

、

ま

こ
と
に

恥
ず

か

し

い
か
ぎ

り
だ
。

「殺

人
」

と
は
極

言
す

る

言

い
方

。

又
芭
蕉
云
、
祢
有
柱
杖
子
、
我
與
祢
拉
杖
子
。
称
無
柱
杖
子
、
我

　

奪
却
侮
拉
杖
子
。
商
量
云
、
弥
若
是
遮
般
人
、
我
與
祢
説
遮
般
話
。

謂
之
與
祢
控
杖
子
。
弥
不
是
遮
般
人
、
我
當

面
換
却
弥
眼
晴
。
謂

之
奪
却
侮
控
杖
子
。
下
語
云
、
量
才
補
職
。

又
云
、
看
棲
打
櫻
。

又
有
商
量
道
。
有
無
與
奪
、
是
檎
縦
。
學
者
似
急
見
解
、
如
麻
似

粟
。

*
却
11
無
し

(普
)。

又
芭
蕉
云
く
、
「祢
拉
杖
子
有
ら
ば
、我

称
に
柱
杖
子
を
與
え

ん
。
侮
拉
杖
子
無
け
れ
ば
、
我
侮
の
控
杖

子
を
奪
却
せ
ん
」。
商

量
し
て
云
く
、
「祢
若
し
是
れ
遮
般

の
人
な
ら
ば
、我
祢
が
た
め

に
遮
般
の
話
を
説
か
ん
。
こ
れ
を

『称
に
拉
杖
子
を
與
う
』
と

謂
う
。
祢
是
れ
遮
般
の
人
に
あ
ら
ざ
れ
ば

、
我
當
面
に
弥
が
眼

晴
を
換
却
す
。
こ
れ
を

『拉
杖
子
を
奪
却
す
』
と
謂
う
」
。
下
語

し
て
云
く
、

「才
を
量

っ
て
職
に
補
す
」。
又
云
く
、
「槙
を
看
て

櫻
を
打

つ
」
。
又
商
量
し
て
道
う
有
り
。
「有
無
與
奪
、
是
れ
學

者
を
檎
縦
す
」。
急

の
似
き
見
解
、
麻
の
如
く
粟
に
似
た
り
。

○
芭
蕉
云
～
奪
御
祢
柱
杖
子
H
大
慧
在
世
中

の
語
録
に
は
見
ら
れ
な

い
言
葉
で
あ
る
が
、
『
五
燈
会
元
』巻
九
芭
蕉
慧
清
(生
没
年
不
詳
)

章
に
見
え
る
。
又

『無
門
関
』
四
四
則
に
同
じ
公
案
が
載
る
。
大
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慧
は
こ
の
よ
う
な
有
に
は
与
え
、
無
に
は
奪
う
と
い
う
矛
盾
を
要

求
す
る
公
案
を
好
ん
で
使

っ
た
。
同
種
の
公
案
に

「首
山
竹
箆
」

の
公
案
が
あ
る
。
芭
蕉
慧
清

(生
没
年
不
詳
)
は
偽
仰
宗
。
南
搭

光
涌
の
法
嗣
。

○
量
才
補
職
旺
欠
員
が
出
れ
ば
、
才
能
に
応
じ
て
職
を
与
え
る
。

○
看
櫻
打
模
H
相
手
の
出
方
を
見
て
こ
ち
ら
の
出
方
を
決
め
る
こ
と
。

○
如
麻
似
粟
11
数
の
い
た
ず
ら
に
多
い
こ
と
。

如
上
所
説
、
皆

口
傳
心
授
、
露
布
葛
藤
。
印
板
上
打
来
、
模
子
裏

　

脱
出
。
非
唯
自
諦
、
亦
乃
諺
他
古
人
。
此
是
諸
方
學
得
底
海
益
見

輝
。
諸
上
座
、
還
信
得
及
慶
。
不
見
道
、
垂
慈
則
有
法
、
無
法
、

不
垂
慈
。
識
取
鉤
頭
意
、
莫
認
定
盤
星
。
我
遮
裏
是
海
蛙
暉
。
開

口
便
見
心
肝
五
臓
、
差
珍
異
寳
、
都
在
面
前
。
閉
却

口
時
、
何
庭

覚
伊
縫
瞬
。
不
是
強
為
。
法
本
如
是
。
諸
上
座
、
光
陰
可
惜
。
各

各
趣
色

力
強
健
、
猛
著
精
神
了
取
。

*
唯

H
惟

(指
)。

如
上
の
所
説
、
皆
な

口
傳
心
授
、
露
布
葛
藤
な
り
。
印
板
上

に
打
ち
來
た
り
、
模
子
の
裏
よ
り
脱
出
す
。
唯
だ
自
ら
誘
る
の

み
に
非
ず
、
亦
た
乃
ち
他

の
古
人
を
諺
る
。
此
れ
は
是
れ
諸
方

學
得
底
の
海
義
見
輝
な
り
。
諸
上
座
よ
、
還
た
信
得
及
す
や
。

道
う
を
見
ず
や
、
慈
を
垂
れ
れ
ば
則
ち
法
有

り
、
法
無
け
れ
ば
、

慈
を
垂
れ
ず
。
鉤
頭
の
意
を
識
取
し
て
、
定
盤
星
を
認
む
る
莫

れ
。
我
が
遮
裏
は
是
れ
海
蛙
暉
。
口
を
開
け
ば
便
ち
心
肝
五
臓

を
見
て
、
差
珍
異
寳
、
都
て
面
前
に
在
り
。
口
を
閉
却
す
る
時
、

し
い
て
な
す

何
庭
に
か
伊
が
縫
醇
を
覚
め
ん
。
是
れ
強
為

に
あ
ら
ず
。
法
本

と
是

の
如
し
。
諸
上
座
よ
、
光
陰
惜
し
む

べ
し
、
各
各
色
力
の

強
健
を
趣
い
、
精
神
を
猛
著
し
て
了
取
せ
よ
。

○

露
布
葛

藤

11

「露

布
」
は
、
広

く

公
衆

の
目
に
触

れ
さ

せ

る
た
め

に

封

を

し
な

い
告
知

書

の

こ
と

で
あ

る
が

、
そ
れ

が
転

じ

て
文
字

の

こ
と
。

「露
布

葛
藤

」

と
は

、
文
字

言

説

に
よ

る
説
明

の
こ
と
。

○
模

子
裏

H
手
本

。

ひ
な
が
た

。

「裏
」

は
、

「～

の
内

、
～

の
中

」

と

い
う

意
味

。

○

垂
慈

則
有

法
無

法
不

垂
慈

11
慈
悲

を

も

っ
て
指

導
を

す
れ

ば
、

そ

れ

は
法

が
あ

る

と

い
う

こ
と

で
あ

る

し
、
法
が

無

け
れ
ば

慈
悲

を

施

す

こ
と
な

ど
出

来
な

い
。

○

識
取

鉤
頭

意
、
莫

認

定
盤

星

11

「鉤

頭
意

」
と

は
、

学

人
を
指

導

す

る
た

め

の
言
葉

。

「定
盤

星
」
と

は
竿

秤

で
量

る
時
、
物

を

の
せ

た

盤

が
分
銅

と

つ
り
合

う
点

の
目
盛

り

の
こ
と

。
こ
れ
も

同

じ
く
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言
葉

の
意

味

。
先
人

の
言
葉

に
執

着

し

て
、
物

事

の
本
質

を

見
誤

っ

て
は
な

ら
な

い
と

い
う

意
味

。

○
海

蛙

暉

目
は
ま

ぐ
り
禅

。
宗

師
家

の
全

て
が

露

呈
さ
れ

て
い
る
禅

風

の
こ
と
。

大
慧

は
自
身

の
禅

風
を

こ
の
よ
う

に
位

置
づ

け
、
密

室

伝
授

を
退

け

て

い
る

。

○
差

珍
異

宝

H
珍

し

い
宝

物
。

こ
の
場
合

の

「差

」
は

「
か
わ

っ
た

、

怪

異
な

」
と

い
う

意

味

。

こ
の

「差
」

と
同

じ
意

味

の
例
と

し

て

「差

事
」

が
あ

る
。

「看
来

看
去

、
忽
然

睡
覚

、

不
是
差

事
」

(『
大

慧
書

』

大

正
蔵

四
七
-

九

三
五
b
)
。

○
縫

醇

H
珠

の
蝦
。

○
各

各
趣

色
力

強
健

、
猛

著
精

神

了
取

11
各

々
自

分

の
身

体

の
元
気

な
う

ち

に
奮
起

し

て
如
上

の
道

理
を
自

分
自
身

で
さ
と

る

べ
き

で

あ

る
。

莫
愛
佗
奇
特
。
奇
特
慮
、
脈
惧
人
、
雑
毒
在
心
識
裏
。
佗
時
後
目
、

莫
道
得
力
。
只
死
時
、
也
死
得
不
瞥
脱
。
更
説
甚
慶
、
敵
佗
生
死

世
間
。
無
明
煩
悩
、
却
有
限
量
。

一
念
識
破
、
則
當
腱
寂
滅
。
悪

知
悪
見
、
法
塵
煩
悩
無
限
量
、
能
障
道
眼
、
使
得
伽
心
識
書
夜
不

停
、
諺

佛
法
僧
、
造
地
獄
業
。
錐
是
善
因
、
返
招
悪
果
。
果
有
智

慧
大
丈
夫
漢
、
方
識
得
破
、
不
被
他
作
悩
。
不
見
雲
門
大
師
有
言
、

壼
乾
坤

一
時
將
来
、
著
祢
眼
捷
上
。
弥
諸
人
聞
任心
磨
道
、
不
敢
望

称
出
来
、
性
操
把
老
僧
打

一
掴
。
且
緩
緩
、

子
細
看
是
有
是
無
、

是
箇
甚
慶
道
理
。
直
饒
侮
向
遮
裏
明
得
、
若
向

柄
僧
門
下
、
好
椎

脚
折
。
若
是
箇
人
、
聞
説
道
甚
磨
庭
有
老
宿
出

世
、
便
好
藩
面
唾

汚
我
耳
目
。
祢
若
不
是
箇
手
脚
、
纏
聞
人
墾

、
便
承
當
得
、
早
落

第

二
機
也
。

佗

の
奇
特
を
愛
す
る
こ
と
莫
れ
。
奇
特
の
庭
、
人
を
廉
惧
し
、

雑
毒
心
識
の
裏
に
在
り
。
佗
時
後
日
、
力
を
得
た
る
と
道
う
こ

と
莫
れ
。
只
だ
死
す
る
時
、
也
た
死
に
得

て
瞥
脱
せ
ず
。
更
に

甚
磨
を
説
い
て
か
、
佗
の
生
死
世
間
に
敵

せ
ん
。
無
明
煩
悩
、

却

っ
て
限
量
有
り
。
一
念
に
識
破
す
れ
ば
、
則
ち
當
艦
寂
滅
す
。

悪
知
悪
見
、
法
塵
煩
悩
、
限
量
無
く
、
能
く
道
眼
を
障
ぐ
。
像

が
心
識
を
し
て
、
書
夜
停
ま
ら
ず
、
佛
法
僧
を
誘
り
、
地
獄

の

業
を
造
ら
し
む
。
是
れ
善
因
な
り
と
錐
も
、

返

っ
て
悪
果
を
招

は
じ

く
。
果
し
て
有
智
慧

の
大
丈
夫
の
漢
に
し

て
、
方
め
て
識
得
破

し
、
他
の
作
悩
を
被
ら
ず
。
見
ず
や
、雲
門
大
師
言
う
有
り
。
「壼

お

乾
坤

一
時
に
將
ち
來

っ
て
、
侮
が
眼
捷

の
上
に
著
か
ん
。
伽
諸

人
急
慶
に
道
う
を
聞
く
も
、
敢
え
て
弥
出

で
來

っ
て
、
性
操
に

老
僧
を
把
ら
え
て
打

つ
こ
と

一
掴
す
る
こ
と
を
望
ま
ず
。
且
く
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緩
緩

た
れ
。
子
細
に
看
よ
。
是
れ
有
か
、
是
れ
無
か
、
是
れ
箇

の
甚
塵

の
道
理
な
る
か
を
。
直
饒
い
弥
遮
裏
に
明
ら
め
得
る
も
、

若
し
柄
僧
門
下
に
向
か
え
ば
、
脚
を
椎
し
折
る
に
好
し
。
若
し

是
れ
箇

の
人
な
ら
ば
、
甚
磨

の
庭
に
か
老
宿

の
出
世
有
り
と
道

き

う
を

聞
説
か
ば
、
便
ち
好
く
藷
面
に
我
耳
目
を
唾
汚
す
。
祢
若

し
是
れ
箇

の
手
脚
に
あ
ら
ず
ん
ば
、
綾
か
に
人
の
畢
す
る
を
聞

い
て
、
便
ち
承
當
し
得
る
も
、
早
に
第
二
機
に
落
ち
た
り
」。

○

脈
惧

H
だ

ま
す

こ
と

。

○
瞥

脱

11
速
や

か

に
悟

り
去

る

こ
と
。

こ

の
表

現

は
否
定

的
な

意

味

合

い
で
使

わ
れ

る

こ
と
が
多

い
が
、

こ

こ
で
は
肯

定
的

な
意

味

。

○
雲

門

大
師
有

言

、
壼
乾

坤

一
時
將

来

～
早
落

第

二
機
也

。
11
『
雲

門

広
録

』

(大

正
蔵

四
七

ー

五
四

七

a
)

に
あ

り
。

又
不
見
羅
山
和
尚
有
言
、
玄
門
無
法
、
不
立
紀
綱
。
若
欲
討
尋
、

聲
前
看

取
。
諸
佛
子
、
眞
心
無
定
、
真
智
無
邊
。
我
若
縦
遮
爾
片

皮
、
従
今
日
説
、
到
壼
未
来
際
、
鉤
鎖
連
環
、
相
績
不
断
。
亦
不

借
佗
人
氣
力
。
此
是
人
人
分
上
各
自
具
足
底
事
。
添
些
子
不
得
、

減
些
子
不
得
。
佛
祖
得
之
、
喚
作
大
解
脱
法
門
、
衆
生
失
之
、
喚

作
塵
勢
煩
悩
。
然
得
亦
不
曽
得
、
失
亦
不
曽
失
。
得
失
在
人
、
不

　

在
法
。
故
祖
師
云
、
至
道
無
難
、
唯
嫌
挾
択
。
但
莫
憎
愛
、
洞
然

　

明
白
。
毫
楚
有
差
、
天
地
懸
隔
。
欲
得
見
前
、
莫
存
順
逆
。
祢
暉

和
家
、
箇
箇
念
得
、
還
曽
略
著
意
理
會
磨
。
祖
師
安
箇
名
字
、
謂

之
信
心
銘
。
只
要
諸
人
信
此
廣
大
寂
滅
妙
心
、
決
定
不
從
人
得
。

故
中
間
有
言
、

一
心
不
生
、
萬
法
無
各
。
無
各
無
法
、
不
生
不
心
。

能
随
境
滅
、
境
逐
能
沈
。
境
由
能
境
、
能
由
境
能
。
又
云
、
大
道

禮
寛
、
無
易
無
難
。
又
云
、
執
之
失
度
、
必
入
邪
路
。
放
之
自
然
、

農
無
去
住
。
祢
但
信
、
此

一
心
之
法
、
不
可
取

、
不
可
捨
。
便
好

向
遮
裏
放
身
命
。
若
放
不
得
、
是
侮
根
性
遅
鈍

。
騰
月
三
十
日
、

不
要
錯
怪
老
漢
。
時
熱
、
久
立
。
喝

一
喝
、

下
座
。

*
唯
11
惟

(指
)。

*
萱
H
楚

(続
)

(普
)
。

又
見
ず
や
、
羅
山
和
尚
言
う
有
り
、
「玄

門
に
法
無
く
、
紀
綱

を
立
て
ず
。若
し
討
尋
せ
ん
と
欲
す
れ
ば
、聲
前
に
看
取
せ
よ
」
。

諸
佛
子
、
眞
心
無
定
、
眞
智
無
邊
な
り
。
我
若
し
遮
の
爾
片
皮

を
縦
い
ま
ま
に
す
れ
ば
、
今
日
よ
り
説
い
て
壼
未
來
際
に
到
れ

ど
も
、
鉤
鎖
連
環
し
、
相
績
断
ぜ
ず
。
亦
た
佗
人
の
氣
力
を
借

ら
ず
。
此
は
是
れ
人
人
分
上
各
自
具
足
底

の
事
な
り
。
些
子
を

添
う
こ
と
得
ず
、
些
子
を
減
ず
る
こ
と
得
ず
。
佛
祖
こ
れ
を
得
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て
、
喚
ん
で
大
解
脱
の
法
門
と
作
し
、
衆
生
こ
れ
を
失
い
て
、

喚
ん

で
塵
勢
煩
悩
と
作
す
。然
る
に
得
れ
ど
も
亦
た
曽
て
得
ず
、

失
え
ど
も
亦
た
曾
て
失
わ
ず
。
得
失
は
人
に
在
り
、
法
に
は
在

ら
ず
。
故
に
祖
師
云
く
、
「至
道
無
難
、
唯
だ
挾
澤
を
嫌
う
。
但

だ
憎
愛
莫
け
れ
ば
、
洞
然
と
し
て
明
白
な
り
。
毫
楚
も
差
有
れ

ほ

っ

ば
、

天
地
懸
隔
す
。
見
前
せ
ん
と
欲
得
す
れ
ば
、
順
逆
を
存
すほ

ぼ

る

こ
と
莫
れ
」
。
称
輝
和
家
、
箇
箇
に
念
得
し
て
、
還
た
曾
て
略

意
を
著
け
て
理
會
す
る
や
。
祖
師
箇

の
名
字
を
安
じ
て
、
こ
れ

を

『信
心
銘
』
と
謂
う
。
只
だ
要
す
、
諸
人
此
の
廣
大
寂
滅
の

妙
心
、
決
定
し
て
人
よ
り
得
ざ
る
と
信
ぜ
ん
こ
と
を
。
故
に
中

間

に
言
う
有
り
、
「
一
心
生
ぜ
ざ
れ
ば
、
萬
法
各
無
し
。
各
無
け

れ
ば
法
無
し
、
生
ぜ
ざ
れ
ば
心
な
ら
ず
。
能
は
境
に
随

っ
て
滅

し
、
境
は
能
を
逐

っ
て
沈
む
、
境
は
能
に
由

っ
て
境
た
り
、
能

は
境

に
由

っ
て
能
た
り
」
。
又
云
く
、
「大
道
は
禮
寛
く
、
易
無

く
難
無
し
」。
又
云
く
、
「
こ
れ
を
執
し
て
度
を
失
す
れ
ば
、
必

ず
邪
路
に
入
る
。
こ
れ
を
放
ち
て
自
然
な
ら
ば
、
髄
に
去
住
無

し
」
。

侮
但
だ
信
ぜ
よ
。
此
の

一
心
の
法
は
取
る
べ
か
ら
ず
、
捨

つ

る

べ
か
ら
ず
。
便
ち
遮
裏
に
向
か

っ
て
身
命
を
放

つ
に
好
し
。

若
し
放

つ
こ
と
得
ざ
れ
ば
、
是
れ
伽
が
根
性
遅
鈍
な
り
。
膓
月

三
十
日
、
錯

っ
て
老
漢
を
怪
し
む
こ
と
を
要
せ
ざ
れ
。
時
熱
し

久
立
す
。
喝

一
喝
し
て
、
下
座
す
。

○

羅
山

和
尚
有

言
、

玄

門
無
法

、

不
立
紀

綱
。

若
欲

討
尋

、
聲

前
看

取

11
引

用

不
詳
。
た

だ
、
密

巷
成

傑

の
法
嗣

で
あ

る
破

苓
祖

先

の

言

と

し

て
、

『
続
刊

古
尊

宿

語
要
』
に
見
ら

れ

る

(続
蔵

経

一

一
九

-

五

五

a
)
。
羅
山

道
閑

(生
没

年

不
詳
)
は
青

原
下

。
巌

頭
全
諮

の
法
嗣

。

○

両
片
皮

H
上
唇
と

下

唇
。

い
く
ら

他

人
が
言

っ
て
や

っ
て
も
き
り

が

な

い
、
と

い
う

こ
と

。

○
鉤

鎖
連

環

11
鉤
が

ひ

っ
か

か
り
あ

っ
て
鎖

の
よ
う

に
連

な

っ
て
い

る

こ
と

。

○
得

失
在

人

、
不
在

法

11
『
宗
鏡

録

』
に

「得
失

在

人
。
法

無
邪

正
」

(
大
正
蔵

四
八
-

八

二
七

c
)

と
あ

る
。

○
故

祖
師

云

、
至
道

無
難

、
唯

嫌
挾

択
。

但
莫

憎
愛

、
洞

然
明

白
。

毫
贅

有
差

、
天
地
懸

隔
。
欲

得
見

前
、
莫

存
順

逆

"

『
信

心
銘
』

(大

正
蔵

四
八
1

三
七

六
b
)
。

〇

一
心

不
生
、
萬

法

無
答

。
無

答
無
法

、

不
生

不
心

。
能
随

境
滅

、

境

逐
能
沈

。
境

由
能
境

、
能

由
境

能
。

H
『
同
右

』

(大

正
蔵

四
八

-

三
七

六

c
)
。
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○
大
道

腱
寛

、
無

易
無

難

。

"
同
右
。

○
執

之
失
度

、

必
入

邪
路
。

放

之
自
然

、
禮

無
去

住
。

11
同

右
。

○
時
熱

久
立

11
上

堂

の
時
、

大
衆

は
直

立

し

て
聞

く

の

で
、

説
法

の

終
わ

り

に
挨

拶

と

し

て
用

い
る

。
暑

い
時

に
長

い
間

ご
く

ろ
う

で

あ

っ
た
。

*
前
回
分
の

『
開
元
寺
版
普
説
』
な
ら
び
に

『指
月
録
』
所
収
分

と
の
対
校
を
載
せ
る
。
な
お
、
頁
数
と
行
数
は
前
回
の
『
禅
学
研

究
』

の
も
の
で
あ
る
。

　 　 　 　 　

同 同 同 同 二

右 右 右 右 九
11111
上 上 上 上 上

九 八 六 四 一
)))))

　 　 　

二 同 ニ

ー 右O

lll
上 下 下

一 九 八
)))

妙

喜

11

師

(普

)
、

無

し

(指

)

麓

11
粗

(指

)

用

11
智

(指

)

實

悟

實

謹

11
實

謹

實

悟

(指

)

自

悟

自

謹

11
實

謹

實

悟

(
指

)

無

悟

讃

11

無

謹
悟

(指

)

紹

継

H

継

紹

(
指

)

倣

11
作

(指

)

咋

11
砕

(続

)
、

埣

(指

)
、

卒

(普

)

剥

"

曝

(続

)

(指

)

　 　 　 　 　 　 　 　

二 二 同 同 二 二 二 同

八 七 右 右 六 四 三 右
11【llliI
上 下 上 上 上 下 上 上

一 一 一 一 十 一

二 四 八 六 四 九 〇 八
))))))))

慶 見 即 見 認 怜 不 闇 唯

華箏薪羨義毒早蒔藍
伯く((__不(_

年 暑 担 担 琶 琶 隻 担 担
拓 喜 璋 豊 担
()

指_)指

吾)

纏
麺A

麺

 

*
な
お
、
前
回

『禅
学
研
究
』
発
刊
後
、
中

国
語
の
専
門
家
で
あ

る
衣
川
賢
次
氏
よ
り
書
き
下
し
の
ご
指
摘

を
受
け
た

の
で
、
以

下

一
部
載
せ
た

い
と
思
う
。
浅
学
の
身
で
あ
る
筆
者
に
は
誠
に

幸
甚
で
あ
り
、
衣
川
先
生
に
厚
く
お
礼
申

し
上
げ
た

い
。

(
一
九

八

1

=

二
)

(
二
〇

二
ー

一
〇

)

師
は
関

の
諸
方
の
学
者
が
黙
照
に
困
ず
る

に
11
師
は
諸
方
の
学
者

の
黙
照
に
困
ず
る

あ
わ

を
閲
れ
み

反

っ
て
邪
と
為
る
に
至
る
H
正
、
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反

っ
て
…

(同

右
-

一
七
)

療
輝
自
ら
11
療
暉
自
ら
瞭
き

(同

右
-

五
)

参
学
す
る
者
を
う
。
即
ち
法
界
無
辺
11
参

た
と

学
す
る
者
に
飴
る
。
即
い
法
界
無
辺
…

(同

右
-

九
)

大
正
蔵
四
七
-
九
四
b
11
大
正
蔵
四
七
i

九
四

一
bた

と

(
一
=

九

-

下

一
五
)

便

ち

H

便

い

(
二

二

一
-

上

九

、

一
四
、

一
七

、
下

一
七

、
二

二

ニ
ー

上

五

)
晴

ロ

も
ち

(同

右
-
上

四
)

差
排
す
る
こ
と
を
著
せ
ず
11
差
排
を
著
い

ず

(二
二

一
-
下

一
)

遮
箇
の
祢
に
儘
す
伎
偏
H
遮
箇
は
侮
の
伎

禰
を
儘
す
も

(二
二
五
-
下

三
)

「即
心
即
佛
」
。
若
し
11

「即
心
即
佛
」
。
称

若
し

(二
二
六
-
上

一
四
、
二
二
六
-
下

一
七
)
巳
臼
已

(二
二
六
ー
下

七
)

称
が
境
界
と
為
し
て
…
故
に
11
称
が
境
界
、

…
為
の
故
に

(同

右
-
下

八
)

許
多
有
る
が
故
な
り
目
許
多
有
る
故
に
非

ず

　 　 　

二 同 同

九 右 右
111
上 下 下

七 三 八
)))

我
急
慶
な
ら
ず
H
我
却

っ
て
任心
慶
な
ら
ず

云
う
11
言
う

伽
希
望
し
て
成
る
こ
と
を
得
ん
と
す
れ
ど

も
11
祢
希
望
し
得
て
成
る
と
も


